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おおしま
住民カレンダー April（卯月）4月4月

日 Sunday 月 Monday 火 Tuesday 水 Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday

1

8

15

22

29

6

6

13

20

27

4

5

12

19

26

3

7

14

21

28

5

2

9

16

23

30

7

3

10

17

24

1

8

海…大島海洋国際高校（2時～4時）
大…大島高校（1時30分～3時30分）

移動図書館車 図書館開放日
ひまわり号
巡回日（雨天中止）

ご
み
収
集

普通ごみ

金属類

元－元町、北－元町字仲野馬の背以北及び北の山
岡－岡田、泉－泉津、野－野増、間－間伏
差－差木地、ク－クダッチ、波－波浮港、沖の根

※差木地沖の根地区は、波浮港地区の収集日に収集します。

《
ク
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
》
ご
み
は
正
し
く
分
別
し
て
朝
8
時
ま
で
に
出
し
ま
し
ょ
う
。
＊
こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
3
月
20
日
現
在
の
も
の
で
す
。
そ
の
後
の
日
程
変
更
等
に
つ
い
て
は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

4

11

18

25

2

9元 　 町
北 の 山
岡 　 田
泉 　 津
野 　 増
差 木 地
波 浮 港

計
昨 年

1,499世帯
774 〃 
465 〃 
228 〃 
335 〃 

1,054 〃 
483 〃 

4,838世帯
4,819世帯

2,739人
1,430〃　   
891〃　
410〃　
576〃　
1,803〃　
716〃　

8,565人
8,640人

大島町の世帯と人口
（24・3・1）

大島町文化
祭

芸能大会

大島町文化
祭

芸能大会

元1.2・北・野
ク・間

空き缶（飲料用）
ペットボトル

（各地区回収箱）

空き缶（飲料用）
ペットボトル

（各地区回収箱）

空き缶（飲料用）
ペットボトル

（各地区回収箱）

空き缶（飲料用）
ペットボトル

（各地区回収箱）

特設登記所（～18日） 海ふる自然教室

御神火温泉休館御神火温泉休館法律相談 野球・バレーボール
大会（中学生の部）

行政相談農業委員会

火山博物館休館火山博物館休館

（5月）

発泡スチロール
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉
波

元3.4・岡・泉
波

元3.4・岡・泉
波

元3.4・岡・泉
波

プラスチック製品
（主に硬い素材のもの）
（各地区回収箱）

プラスチック製品
（主に硬い素材のもの）
（各地区回収箱）

プラスチック製品
（主に硬い素材のもの）
（各地区回収箱）

元1.2・北・野
ク・間

元1.2・北・野
ク・間

元3.4・岡・泉
差
南部地区
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉
差
南部地区
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉
差
南部地区
（各地区回収箱）

元1.2.3.4
北・野・岡・泉
差・波
北部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野
差
北部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野
差
北部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野
差
北部地区
（各地区回収箱）

発泡スチロール
（各地区回収箱）

発泡スチロール
（各地区回収箱）

ク・間

ク・間

空き缶（飲料用）
ペットボトル

（各地区回収箱）

びん・ガラス
瀬戸物（陶磁器）
（各地区回収箱）

びん・ガラス
瀬戸物（陶磁器）
（各地区回収箱）

元1.2・北・野
差
北部地区
（各地区回収箱）

発泡スチロール
（各地区回収箱）

ク・間

発泡スチロール
（各地区回収箱）

ク・間

ク・間

波

波

波

南部地区
（各地区回収箱）

海・大

海・大

南部

南部

北部

海・大

海・大

編
集
者
の
つ
ぶ
や
き

　大島桜も花開き、すっかり春めいてき
ました。外にでると気持ちいいですね。
　3月には岡田で縁日が開催され、4月に
は泉津で桜株まつりが行われます。どちら
も「地域を盛り上げよう！」と青年や地元
住民たちが企画・運営する手作りのイベ
ントです。それぞれの地域が元気になり、
それが大島全体の元気につながることを
期待しています。㋐

新
年
度
ス
タ
ー
ト
で
す
！
気
分
新
た
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う

みどりの日
こども
の日

憲法
記念日昭和の日 振替休日

燃やせるゴミ
全地区収集

燃やせるゴミ
収集しません

燃やせるゴミ
収集しません

燃やせるゴミ
収集しません

燃やせるゴミ
収集しません

国民健康保険税
　 第10期納付期限

サンセットパーム
ライン駅伝競走大会

空き缶（飲料用）
ペットボトル

（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉
波
びん・ガラス
瀬戸物（陶磁器）
（各地区回収箱）

元1.2・北・野
差
北部地区
（各地区回収箱）

発泡スチロール
（各地区回収箱）

ク・間
元1.2・北・野
ク・間

元3.4・岡・泉
差
南部地区
（各地区回収箱）波

大北部
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平
成
24
年
第
１
回
大
島
町
議
会
定
例
会

が
3
月
12
日
〜
23
日
ま
で
の
12
日
間
の
会

期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
所
信
表
明
や
町
長
報
告
の
ほ
か
、
予
算

や
条
例
、
契
約
な
ど
37
議
案
が
審
議
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
9
議
員
に
よ
る
一
般
質

問
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

▼
町
長
報
告
▼

・
国
へ
の
要
望
活
動

・
離
島
振
興
法
改
正
・
延
長
実
現
総
決
起

　
大
会

・
東
京
愛
ら
ん
ど
フ
ェ
ア
「
島
じ
ま
ん

　
2
0
1
2
」

・
消
防
団
お
よ
び
消
防
本
部
の
出
動
状
況

・
第
41
回
伊
豆
大
島
カ
メ
リ
ア
マ
ラ
ソ
ン

　
大
会

▼
平
成
24
年
度
当
初
予
算
▼

・
一
般
会
計

・
国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

・
介
護
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

・
泉
津
財
産
区
特
別
会
計

・
野
増
財
産
区
特
別
会
計

・
差
木
地
財
産
区
特
別
会
計

・
水
道
事
業
会
計

▼
平
成
23
年
度
補
正
予
算
▼

・
一
般
会
計

・
国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

・
介
護
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

・
泉
津
財
産
区
特
別
会
計

・
野
増
財
産
区
特
別
会
計

・
差
木
地
財
産
区
特
別
会
計

・
水
道
事
業
会
計

▼
条
　
例
▼

・
職
員
給
与
条
例
一
部
改
正

・
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に

　
関
す
る
条
例
一
部
改
正

・
職
員
の
再
任
用
に
関
す
る
条
例
制
定

・
暴
力
団
排
除
条
例
制
定

・
町
税
条
例
一
部
改
正

・
町
営
住
宅
条
例
一
部
改
正

・
公
民
館
条
例
一
部
改
正

・
地
方
自
治
法
第
96
条
第
2
項
の
規
定
に

　
よ
る
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
を
定
め

　
る
条
例
制
定

・
介
護
保
険
条
例
一
部
改
正

・
牧
野
条
例
一
部
改
正

▼
規
　
約
▼

・
東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
規
約

　
一
部
改
正

・
東
京
都
市
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害
補

　
償
等
組
合
規
約
一
部
改
正

・
東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規

　
約
一
部
変
更

▼
契
　
約
▼

・
旧
ぱ
れ
・
ら
め
ー
る
解
体
撤
去
工
事
請

　
負
　
　
　
　
　
　 

9
1
，
7
1
3
千
円

定
例
会

議

会

・
循
環
型
施
設
（
焼
却
施
設
・
汚
泥
再
生

　
処
理
セ
ン
タ
ー
）
建
設
用
地
造
成
工
事

　
請
負
　
　
　
　 

2
8
8
，
2
2
5
千
円

▼
そ
の
他
▼

・
辺
地
総
合
整
備
計
画
策
定

・
民
事
調
停
に
つ
い
て

・
医
療
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者
の
指
定
変

　
更

・
基
本
構
想
・
後
期
基
本
計
画
策
定

・
町
道
の
認
定
・
廃
止

▼
一
般
質
問
▼

本
宮
　
悦
見
　
議
員

・
大
島
町
に
お
け
る
南
部
・
北
部
地
区
の

　
較
差
是
正

・
川
島
町
政
約
１
年
目
の
実
績
と
今
後

坂
上
　
長
一
　
議
員

・
定
例
会
及
び
常
任
委
員
会
等
で
の
質
問

　
に
対
す
る
町
の
対
応
と
経
過
及
び
町
長

　
の
政
治
姿
勢

　
①
後
期
基
本
計
画
策
定

　
②
第
5
期
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定

　
③
老
人
保
健
施
設
開
設
ま
で
の
対
応

　
④
防
災
無
線
戸
別
受
信
機
配
布

　
⑤
医
療
保
険
政
策
区
市
町
村
包
括
補
助

　
　
事
業
の
検
討

　
⑥
観
光
資
源
の
維
持
保
全
と
水
色
ご
み

　
　
回
収
箱
の
住
民
意
識
改
革

小
坂
　
満
　
議
員

・
公
共
投
資
と
経
済
（
公
共
事
業
・
自
主

　
財
源
確
保
）

・
町
の
現
状
と
今
後
（
具
体
的
対
策
）

・
国
体
に
向
け
て
（
活
性
化
策
と
位
置
付

　
け
）

松
島
　
良
清
　
議
員

・
行
政
（
24
年
度
予
算
・
後
期
「
基
本
・

　
実
施
」
計
画
・
自
立
へ
の
取
り
組
み
）

・
財
政
（
過
去
十
年
間
の
一
般
予
算
と
特

　
別
予
算
・
支
出
総
額
と
現
状
結
果
）

・
提
案
（
大
島
町
「
産
業
の
自
立
化
」
）

佐
藤
　
勝
人
　
議
員

・
大
島
町
の
防
災
対
策
の
具
体
化

・
「
命
を
守
る
支
援
」
の
強
化
―
孤
独
死

　
防
止
に
万
全
を
―

高
橋
　
千
香
　
議
員

・
「
大
島
町
敬
老
会
」
日
程
に
柔
軟
性
を

・
広
報
配
布
の
現
状
と
改
善

・
防
災
計
画
に
女
性
の
視
点
を

・
後
期
基
本
計
画
の
実
施
計
画
に
示
さ
れ

　
て
い
な
い
生
ゴ
ミ
堆
肥
化

橋
本
　
博
之
　
議
員

・
介
護
保
険
料
の
値
上
げ
に
際
し
、
低
所

　
得
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
利
用
料
減
免

　
の
一
般
財
源
繰
り
入
れ

・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
の
創
設

小
池
　
渉
　
議
員

・
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
将
来
的
な
利
活
用

・
透
析
患
者
の
送
迎
体
制

時
得
　
孝
良
　
議
員

・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
協
働
」
の
ま
ち

　
づ
く
り
を

・
学
校
教
育
、
生
涯
教
育
の
条
件
整
備
を
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●
は
じ
め
に

　

昨
年
度
は
町
長
・
町
議
選
が
あ
っ
た
た

め
骨
格
予
算
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ

の
後
川
島
町
政
と
な
り
、
日
々
生
起
す
る

課
題
に
対
処
・
決
断
し
つ
つ
、
補
正
対
応

し
て
き
ま
し
た
が
、
ア
ッ
と
い
う
間
に
１

年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
も
「
第
5
次
基
本
構
想
・
後
期
基

本
計
画
」や「
第
5
次
介
護
保
険
事
業
計
画
」

の
策
定
が
重
な
っ
た
う
え
、
東
日
本
大
震

災
を
受
け
、
防
災
対
策
の
課
題
が
提
起
さ

れ
た
１
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
も
と
町
民
参
加
を
貫
く
た
め
、

11
月
に
島
内
8
ヶ
所
に
て
「
地
域
防
災
連

絡
会
」
を
開
催
。
更
に
、
12
月
に
は
10
ヶ

所
に
て「
住
民
懇
談
会
」を
開
催
し
て
意
見
・

提
言
の
募
集
を
よ
び
か
け
、
3
月
に
は
3
ヶ

所
に
て
「
住
民
説
明
会
」
を
開
催
し
た
と

こ
ろ
、
多
く
の
切
実
な
声
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

町
制
施
行
以
来
、
町
の
基
盤
整
備
は
か

な
り
進
ん
で
き
た
一
方
で
、
老
朽
化
し
た

公
共
施
設
の
整
備
や
再
編
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
少
子
高
齢
化
へ
の
対

応
、
安
心
・
安
全
の
確
保
、
環
境
へ
の
配
慮
、

魅
力
あ
る
町
づ
く
り
と
、
課
題
は
な
お
山

積
し
て
い
ま
す
。
他
方
で
、
深
刻
な
経
済

情
勢
な
ど
地
方
財
政
を
と
り
ま
く
環
境
は

厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
も
と
で
編
成
し
た
24
年
度

当
初
予
算
は
、
川
島
町
政
と
し
て
の
本
格

的
予
算
で
あ
る
と
同
時
に
、「
後
期
基
本
計

画
」の
初
年
度
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
も
っ

て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
予
算
は
80
億
8
百
万
円
で
あ

り
、
当
初
予
算
規
模
で
初
め
て
80
億
円
を

超
え
る
大
型
予
算
と
い
え
ま
す
。

　

そ
の
主
な
要
因
は
、
焼
却
施
設
・
し

尿
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
建
設
費

13
億
5
千
万
円
余
に
あ
り
、
こ
れ
を
除
く

と
66
億
円
台
と
な
り
、
大
型
予
算
と
は
い

え
厳
し
い
予
算
編
成
が
続
い
て
い
ま
す
。

●
町
づ
く
り
を
つ
ら
ぬ
く

　
　
　
　
　
　
　
　

3
つ
の
と
り
く
み

　
「
後
期
基
本
計
画
」
の
策
定
に
あ
た
っ
て
、

町
政
の
全
て
の
分
野
に
お
い
て
3
つ
の
と

り
く
み
を
貫
き
ま
す
。

　

初
年
度
と
な
る
24
年
度
に
お
い
て
、
こ

れ
ら
を
い
か
に
具
体
化
で
き
る
か
が
大
切

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

1
．„ 

プ
ラ
ス
1 ワン“ 

の
と
り
く
み

　
「
基
本
構
想
」
で
想
定
し
て
い
る
将
来
目

標
人
口
1
0
，
5
0
0
人
は
、
あ
ま
り
に

も
現
実
と
遊
離
し
て
い
ま
す
。
人
口
や
観

光
客
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
一
人
二

人
と
増
や
す
中
で
、
真
の
目
標
人
口
を
確

定
し
て
い
く
こ
と
が
現
実
的
と
考
え
ま
す
。

こ
れ
を
„ 

プ
ラ
ス
１“ 

の
と
り
く
み
と
し
、

内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
。

2
．„
見
え
る
化“
の
と
り
く
み

　

東
日
本
大
震
災
以
降
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

を
中
心
に
„
見
え
る
化“ 

が
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
再
生
可
能
（
自
然
）
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
を
中
・
長
期
的
に
位
置
づ
け
、
低

炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
す
と
同
時
に
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
„
見
え
る
化“ 

の
と
り

く
み
を
進
め
、„
ス
マ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド“ 

を
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
。

3
．„
協
働“
の
と
り
く
み

　

町
づ
く
り
の
土
台
と
な
る
町
民
・
議
会
・

町
の
協
働
を
意
味
し
ま
す
。
町
の
責
任
と

役
割
を
明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
、
町
民

に
も
必
要
な
責
任
と
役
割
を
担
っ
て
い
た

だ
く
と
い
う
姿
勢
を
示
す
こ
と
が
大
切
で

あ
り
、
ポ
イ
ン
ト
と
考
え
ま
す
。

●
6
つ
の
重
点
施
策
と
新
規
事
業

　

こ
れ
ま
で
の
「
基
本
構
想
」
や
「
基
本

計
画
」
は
町
民
の
身
近
に
存
在
し
て
い
た

と
は
思
え
ず
、「
後
期
基
本
計
画
」
も
町
民

の
切
実
な
声
に
応
え
切
れ
て
い
る
か
と
言

う
と
決
し
て
万
全
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
町

民
の
皆
様
と
毎
年
見
直
し
て
、
万
全
に
近

づ
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
そ
う

し
て
こ
そ
、
こ
れ
ら
が
身
近
な
存
在
と
な

り
、
住
み
続
け
ら
れ
る
大
島
を
実
感
で
き

る
町
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

　
「
後
期
基
本
計
画
」
の
具
体
化
・
拡
充
す

べ
き
課
題
と
し
て
6
つ
の
重
点
施
策
を
示

し
ま
す
。

１
．
平
成
24
年
度
を
「
防
災
元
年
」
と
位

　

置
づ
け
、本
格
的
な„
防
災
立
島“
を
構

　

築
し
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
防
災
対
策
の

在
り
方
が
問
わ
れ
、
従
来
の
対
策
を
見
直

し
、
防
災
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
は
最
優

先
課
題
の
ひ
と
つ
で
す
。

①
消
防
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
準
備
中
で

　

す
が
、
緊
急
時
の
通
信
確
保
の
た
め
携

　

帯
型
無
線
電
話
装
置
を
購
入
し
ま
す
。

②
漁
村
地
域
防
災
力
強
化
事
業
を
活
用
し

　

た
施
設
の
耐
震
化
と
火
山
博
物
館
エ
レ

　

ベ
ー
タ
ー
に
停
電
時
自
動
着
床
装
置
を

　

設
置
し
ま
す
。

③
戸
別
受
信
機
に
つ
い
て
は
当
面
1
，

　

0
0
0
台
を
目
標
に
、
標
高
30
ｍ
以
下

　

の
世
帯
・
高
齢
者
世
帯
等
を
対
象
に
無

　

償
貸
与
し
、
2
〜
3
年
を
目
途
に
全
世

　

帯
順
次
交
換
し
ま
す
。

④
孤
立
し
て
も
数
日
間
は
自
立
で
き
る
こ

　

と
を
目
指
し
、
避
難
所
・
備
蓄
倉
庫
の

平
成
24
年　

第
1
回
大
島
町
議
会
定
例
会

町
長
所
信
表
明
（
要
旨
）

住
み
続
け
ら
れ
る
大
島
を
め
ざ
し
て　

│
当
初
予
算
上
程
に
あ
た
っ
て
│
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点
検
、
防
災
備
蓄
食
料
を
購
入
し
ま
す
。

⑤
防
災
実
務
者
会
議
を
正
式
に
位
置
づ
け

　

て
構
成
員
を
再
構
成
し
、
避
難
場
所
の

　

見
直
し
、
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
修

　

正
、
自
主
防
災
組
織
の
再
編
・
整
備
等

　

に
と
り
く
み
ま
す
。

⑥
専
門
家
を
加
え
た
「
地
域
防
災
計
画
修

　

正
検
討
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
国
や

　

都
の
動
向
と
そ
こ
で
示
さ
れ
る
科
学
的

　

知
見
や
修
正
ポ
イ
ン
ト
を
見
極
め
、
実

　

務
者
会
議
の
成
果
を
反
映
さ
せ
、
町
の

　

判
断
で
実
行
で
き
る
こ
と
は
具
体
化
し
、

　
「
地
域
防
災
計
画
」
を
修
正
し
ま
す
。

⑦
標
高
表
示
板
・
避
難
誘
導
説
明
板
等
の

　

設
置
に
よ
り
、
安
心
を
与
え
る
町
を
目

　

指
し
ま
す
。
ま
た
、
11
・
21
大
島
町
防

　

災
の
日
に
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

2
．„ 

伊
豆
大
島
ジ
オ
パ
ー
ク“ 

„ 

観
光
特

　

派
員
制
度“ 

を
核
に
、
島
の
自
然
・
歴
史
・

　

食
・
文
化
な
ど
、
そ
の
価
値
・
魅
力
の

　

再
発
見
と
町
民
参
加
に
よ
る
観
光
地
づ

　

く
り
を
進
め
ま
す
。

①
„ 

ジ
オ
パ
ー
ク“
で
は
「
ガ
イ
ド
養
成

　

講
座
」
に
延
4
9
0
名
が
受
講
す
る
な

　

ど
着
実
に
実
を
結
び
つ
つ
あ
り
、
今
後

　

世
界
認
定
を
目
指
し
ま
す
が
、
防
災
や

　

教
育
と
の
関
わ
り
を
重
視
し
な
が
ら
、

　

引
き
続
き
推
進
し
ま
す
。

②
„ 

観
光
特
派
員“
は
、
短
期
間
で
3
，
0

　

0
0
名
の
登
録
を
達
成
す
る
な
ど
、
そ

　

の
成
果
は
高
く
評
価
で
き
ま
す
。

　

こ
の
二
つ
は
島
の
価
値
・
魅
力
を
町
民

　

自
ら
再
発
見
し
、
島
外
に
発
信
す
る
と

　

い
う
点
で
共
通
し
た
も
の
で
す
。
そ
の

　

意
義
を
確
認
し
、
更
な
る
町
民
参
加
を

　

図
る
こ
と
と
し
ま
す
。

③
御
神
火
温
泉
の
空
調
設
備
を
改
修
、
浴

　

室
及
び
プ
ー
ル
内
壁
の
塗
装
を
実
施
し

　

ま
す
。
当
施
設
は
年
間
10
万
人
の
利
用

　

が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
大
幅
な
赤
字
で

　

あ
る
こ
と
を
直
視
し
、
観
光
協
会
と
協

　

議
、
見
直
し
を
図
り
ま
す
。

④
観
光
協
会
は
3
年
間
で
累
積
赤
字
の
約

　

半
分
を
圧
縮
す
る
な
ど
の
努
力
を
進
め

　

て
い
ま
す
が
、
一
般
社
団
法
人
へ
の

　

移
行
に
む
け
て
精
算
す
べ
き
課
題
も
あ

　

り
、
貸
付
金
と
い
う
方
法
で
支
援
す
る

　

こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
会
に
当

　

協
会
の
自
立
が
一
層
図
ら
れ
、
観
光
振

　

興
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

3
．„
稼
げ
る“
こ
と
が
実
感
で
き
る
こ
と

　

を
め
ざ
し
、
ブ
ラ
ン
ド
化
・
融
資
制
度

　

な
ど
の
産
業
支
援
に
と
り
く
み
ま
す
。

　

農
漁
業
・
商
店
・
加
工
業
な
ど
の
商
業

を
め
ぐ
る
情
勢
も
き
わ
め
て
厳
し
い
状
況

に
あ
り
、
具
体
的
手
立
て
で
打
開
策
を
見

出
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
農
業
委
員
会
や
農
協
等
と
と
も
に
新
規

　

就
農
者
育
成
・
支
援
事
業
、稼
げ
る
農
家
・

　

暮
ら
せ
る
農
家
応
援
事
業
の
展
開
、
農

　

産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
遊
休
農
地
・
耕

　

作
放
棄
地
の
解
消
・
活
用
に
努
め
ま
す
。

②
牛
乳
処
理
加
工
機
器
整
備
事
業
（
全
自

　

動
パ
ッ
ク
充
填
シ
ー
ル
機
等
購
入
）
に

　

よ
り
、
大
島
牛
乳
事
業
の
新
た
な
展
開

　

を
図
り
ま
す
。

③
築
い
そ
事
業
な
ど
を
継
続
す
る
と
同
時

　

に
、
伊
豆
大
島
漁
協
定
置
網
製
作
に
都

　

の
支
援
も
受
け
補
助
し
ま
す
。
再
建
中

　

で
あ
る
漁
協
経
営
を
安
定
さ
せ
る
た

　

め
の
支
援
で
あ
る
と
の
自
覚
の
も
と
に
、

　

目
に
見
え
る
成
果
を
期
待
し
ま
す
。

④
商
工
業
者
へ
の
緊
急
経
済
対
策
と
し

　

て
、
地
元
金
融
機
関
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し

　

た
町
の
利
子
補
給
を
含
む
融
資
制
度
の

　

創
設
に
向
け
、委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
す
。

4
．
少
子
高
齢
化
に
対
し
、
福
祉
・
保
健
・

　

医
療
・
子
育
て
・
教
育
の
連
携
に
よ
る

　

き
め
細
か
な
施
策
を
展
開
し
、
誰
に
で

　

も
や
さ
し
い
町
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

①
島
外
医
療
機
関
通
院
等
支
援
事
業
を
継

　

続
し
ま
す
が
、
3
ヶ
月
間
の
申
請
期
限

　

を
新
た
に
設
け
ま
す
。

②
医
療
セ
ン
タ
ー
医
療
機
器
整
備
と
し
て
、

　

Ｐパ

ッ

ク

ス

Ａ
Ｃ
Ｓ
フ
ィ
ル
ム
レ
ス
シ
ス
テ
ム
機

　

器
を
購
入
し
、
フ
ィ
ル
ム
の
デ
ー
タ
管

　

理
、
待
ち
時
間
短
縮
を
図
り
ま
す
。

③
近
年
増
加
し
て
い
る
発
達
障
害
児
に
対

　

応
す
る
た
め
、
専
門
小
児
科
医
師
の
派

　

遣
事
業
を
始
め
ま
す
。

④
つ
つ
じ
小
学
校
へ
の
陶
芸
窯
の
移
設
、

　

つ
ば
き
小
学
校
の
老
朽
化
し
た
ト
イ
レ

　

廻
り
窓
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

⑤
第
一
中
学
校
の
管
理
棟
・
特
別
支
援
学

　

級
を
改
修
し
ま
す
。

⑥
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
舞
台
吊
物
及
び
緞

　

帳
機
構
を
改
修
し
ま
す
。

⑦
路
線
・
観
光
バ
ス
の
維
持
、
交
通
空
白

　

地
域
へ
の
小
型
バ
ス
導
入
の
意
義
と
展

　

開
を
確
認
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
大
島

　

バ
ス
へ
の
支
援
を
継
続
し
ま
す
。
そ
の

　

上
で
「
交
通
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
交
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通
空
白
地
域
の
解
消
、
移
動
困
難
者
対

　

策
を
具
体
化
し
ま
す
。

⑧
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実

　

に
む
け
、
民
生
・
児
童
委
員
、
婦
人
会

　

等
と
の
協
議
は
も
と
よ
り
、
広
範
な
担

　

い
手
に
よ
る
„
さ
り
げ
な
い
見
守
り“

　
„
無
理
が
な
い
見
守
り“
と
い
う
新
た
な

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
め
ざ
し
、ワ
ー

　

キ
ン
グ
チ
ー
ム
を
設
け
ま
す
。

　

そ
の
他
、
町
道
に
つ
い
て
は
継
続
事
業

に
加
え
、
沖
の
根
5
号
線
等
の
改
修
舗
装

を
行
い
ま
す
。
町
道
整
備
に
つ
い
て
は

優
先
順
位
を
含
め
計
画
的
な
事
業
展
開
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
分
野
で
の
„
き
め
細
か
な
施
策“

„
誰
に
で
も
や
さ
し
い
町
づ
く
り“
こ
そ

町
に
求
め
ら
れ
て
い
る
姿
勢
で
あ
り
、
役

割
で
あ
る
こ
と
を
職
員
に
徹
底
し
ま
す
。

そ
の
上
で
、「
地
域
福
祉
計
画
」
を
24
年
度

中
に
見
直
し
ま
す
。

5
．
循
環
型
施
設
建
設
・
稼
働
に
あ
わ
せ
、

　

ゴ
ミ
半
減
を
め
ざ
し
た
町
民
参
加
に
よ

　

る
„
エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド“
づ
く
り
に
と

　

り
く
み
ま
す
。

①
4
月
か
ら
循
環
型
2
施
設
の
建
設
用
地

　

造
成
工
事
を
始
め
ま
す
。

②
大
島
町
初
の
「
総
合
評
価
指
名
競
争
入

　

札
方
式
」
に
よ
る
3
社
Ｊ
Ｖ
（
共
同
企

　

業
体
）
が
決
ま
り
、
平
成
26
年
度
稼
働

　

に
向
け
本
格
化
し
ま
す
。
予
定
価
格
よ

　

り
5
億
7
千
万
円
安
い
落
札
価
格
と
な

　

り
、
今
後
は
業
者
と
町
に
よ
る
実
施
設

　

計
に
入
り
ま
す
が
、
よ
り
よ
い
施
設
建

　

設
目
指
し
て
力
を
つ
く
す
決
意
で
す
。

③
ゴ
ミ
問
題
は
施
設
が
建
設
さ
れ
た
か
ら

　

解
消
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
新

　

た
な
出
発
点
と
と
ら
え
、
生
ゴ
ミ
の
分

　

別
、
堆
肥
化
に
つ
い
て
、
24
年
度
中
に

　

方
向
性
を
確
立
し
て
い
き
た
い
と
思
い

　

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
町
民
参
加
が
必

　

要
で
あ
り
、
ゴ
ミ
を
め
ぐ
る
課
題
を
知

　

ら
せ
、「
ご
み
対
策
地
域
協
議
会
」
と
の

　

協
議
を
最
優
先
に
と
り
く
み
ま
す
。

④
循
環
型
社
会
形
成
推
進
で
は
、
水
色
回

　

収
箱
、
産
業
廃
棄
物
、
し
尿
・
生
活
排

　

水
処
理
な
ど
、
解
決
す
べ
き
こ
と
が

　

山
積
し
て
い
ま
す
。
ゴ
ミ
半
減
を
目
指

　

し
た
„
エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド“
づ
く
り
を

　

宣
言
し
、
町
民
の
皆
様
と
と
も
に
前
進

　

し
て
い
き
ま
す
。

6
．
事
業
評
価
・
行
政
評
価
の
実
施
を
含

　

め
、
本
格
的
な
行
財
政
改
革
に
と
り
く

　

み
ま
す
。

①
「
地
域
防
災
連
絡
会
」
と
「
住
民
懇
談

　

会
」
は
24
年
度
以
降
も
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
と
り
く
み
は
様
々
な
要
望
や
意
見

　

を
聞
く
場
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
確

　

認
さ
れ
た
こ
と
が
い
か
に
実
行
さ
れ
た

　

か
、
そ
の
成
果
や
教
訓
を
明
ら
か
に
し

　

て
い
く
場
と
も
な
り
ま
す
。
町
が
よ
り

　

一
層
町
民
の
身
近
な
存
在
と
な
る
こ
と

　

を
願
う
も
の
で
す
。

②
町
と
し
て
事
業
評
価
・
行
政
評
価
が
求

　

め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
ハ
ー
ド

　

面
を
中
心
と
し
た
「
実
施
計
画
」
も
策

　

定
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
は
ソ
フ
ト

　

面
も
加
え
る
努
力
を
し
な
が
ら
、
町
民

　

と
の
協
働
を
目
指
し
ま
す
。

③
24
年
度
末
ま
で
に
現
課
長
ク
ラ
ス
の
約

　

4
割
が
退
職
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
機

　

に
、
課
の
統
廃
合
を
は
じ
め
と
す
る
行

　

財
政
改
革
に
と
り
く
む
た
め
、「
組
織
検

　

討
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
す
。

●
懸
案
で
あ
っ
た
課
題
の
解
決
に
む
け
て

１
．「
旧
ぱ
れ
・
ら
め
ー
る
」
を
解
体
撤
去

　

老
朽
化
の
た
め
使
用
を
中
止
し
、
そ
の

ま
ま
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
の
台

風
後
、
住
民
か
ら
の
陳
情
が
あ
り
、
視
察

の
結
果
、
解
体
を
即
断
し
ま
し
た
。
ア
ス

ベ
ス
ト
除
去
を
含
め
9
，
2
0
0
万
円
の

工
事
費
と
な
り
ま
す
が
、
住
環
境
、
遊
泳

場
近
く
で
あ
り
、
土
田
耕
平
歌
碑
も
隣
接

し
て
い
る
等
、
こ
れ
以
上
の
放
置
は
で
き

な
い
と
決
断
し
た
も
の
で
す
。

2
．
旧
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

　
　
　
　
　
　
　
　

解
体
撤
去
費
を
負
担

　

１
月
23
日
に
調
停
が
成
立
し
、
議
会
の

議
決
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、
調
停
条
項
通

り
解
体
撤
去
費
を
負
担
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　

今
後
は
二
度
と
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起

こ
ら
な
い
よ
う
に
し
、
町
民
へ
の
説
明
責

任
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

以
上
、
新
規
事
業
を
中
心
に
24
年
度
の

方
向
性
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
思
う
存

分
の
事
業
展
開
と
は
な
り
ま
せ
ん
が
„
住

み
続
け
ら
れ
る
大
島“
を
念
頭
に
、
職
員

と
も
ど
も
頑
張
っ
て
い
く
決
意
で
す
。

　

尚
、
25
年
度
開
催
の
東
京
国
体
（
相
撲

競
技
会
）
は
当
面
す
る
重
要
課
題
の
ひ
と

つ
で
す
。
24
年
度
に
は
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
町
民
の
理
解
と

参
加
に
全
力
を
つ
く
し
ま
す
。

　

議
員
各
位
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
支
援
を
賜
り
、
全
力
で
と
り
く
ん
で
ま

い
り
ま
す
こ
と
を
重
ね
て
申
し
上
げ
、
平

成
24
年
度
の
所
信
表
明
と
い
た
し
ま
す
。

　

大
島
町
基
本
構
想
「
後
期
基
本
計
画
」

が
3
月
議
会
に
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

希
望
さ
れ
る
方
に
は
各
窓
口
に
て
配
布

を
し
て
い
ま
す
。

﹇
配
布
場
所
﹈
町
長
室
・
各
出
張
所

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
　

町
長
室
振
興
企
画
係

　
　
　
　
　
　

☎
（
2
）
1
4
4
4

大
島
町
基
本
構
想

　
「
後
期
基
本
計
画
」

希
望
者
に
配
布
し
ま
す
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町道の維持管理等

町道8路線の整備

街路灯の管理

準用河川の整備

新

新

新

新

新

新

新

新

町営住宅の管理

町営住宅の建設

大島旅客自動車㈱経営安定化事業

75,708

272,234

10,718

35,020

17,804

287,265

25,000

ごみ・し尿処理の収集

合併浄化槽設置の助成

循環型ごみ処理事業

循環型社会形成推進事業　

エコ・クリーンセンター運営事業

救急業務、消防対策

消防団員の活動等

上水道、簡易水道事業

交通安全対策の実施

旧ぱれ・らめーる解体撤去

旧屋内ゲートボール場解体撤去費負担金

防災訓練の実施

携帯型無線電話装置購入

防災行政無線施設整備

防災無線戸別受信機購入

防災備蓄食料の購入

253,035

12,030

59,571

1,350,544

102,619

183,447

42,678

540,086

2,792

114,500

45,250

2,374

7,119

1,800

36,750

8,000

障害者への支援・福祉

国民健康保険事業

福祉団体等への助成

高齢者の支援・福祉

健康相談・検診・予防接種等

介護保険事業

保育所の運営

子育て支援事業

後期高齢者医療事業

ひとり親家庭など各医療費の助成

医療センターの運営

けんこうセンターの運営

多目的移送事業

患者輸送事業

子ども手当の支給

医療センター医療機器等整備

島外医療機関通院等支援事業

受験生チャレンジ支援貸付事業

発達障害専門小児科医師派遣事業

164,266

1,498,000

108,102

48,724

60,277

843,000

431,501

11,605

217,000

30,513

127,494

2,523

3,264

4,336

141,931

31,500

10,000

3,000

1,320

 112億5百万円の主な事業
２４

　3月定例議会で承認された「平成24年度当初予算」は、次のような項目にそってまちづ
くりと住民福祉の充実などのために使われます。また、大島町ホームページにおいて予算
資料(概略)を掲載しています。

（金額単位：千円　  …新規事業）新

国民健康保険事業勘定

介 護 保 険 事 業 勘 定

後 期 高 齢 者 医 療

泉 津 財 産 区

野 増 財 産 区

差 木 地 財 産 区

水 道 事 業

8,008,000
3,196,926
1,498,000
843,000
217,000
15,319
8,063
10,622
604,922

11,204,926

6,510,000
3,023,073
1,381,000
825,000
187,300
15,317
10,068
11,111
593,277
9,533,073

23.0％
5.8％
8.5％
2.2％
15.9％
－　

△19.9％
△4.4％
2.0％
17.5％

各会計別予算 （単位：千円）

会　　計　　別 平成24年度予算額 平成23年度予算額 増減率
一　般　会　計
特　別　会　計

合　　　　計

　一般会計予算額は80億8百万円で、平成23年度当初予算額と比較しますと1,498百万円、23.0％の増額となり
ました。23年度当初予算が町長の改選期による骨格予算であったため、肉付け予算後の6月補正予算額と比較し
ますと1,212百万円、17.8％の増額となります。なお、決算額で15年度と20年度に80億円を超えましたが、当初
予算規模で80億円を超えたのは初めてであります。
　一般会計、特別会計合わせた全体の予算額は112億5百万円で、23年度当初予算額と比較しますと1,672百万
円、17.5％の増額です。
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●一般会計の歳入●
　町税は、震災等の影響による観光産業の
回復の遅れなどにより、前年度に比べて3
千3百万円、3.5％の減額での予算編成とな
りました。
　また、焼却施設・し尿汚泥再生処理セン
ターの建設に伴い、国庫・都支出金および
町債が増額となっています。

●一般会計の歳出●
　歳出合計は前年度に比べて23.0％の増額となりま
した。これは焼却施設・し尿汚泥再生処理センター建
設費として13億5千万円が計上されているため、普通
建設事業費が前年度に比べて140.8％と大幅な増額に
なったためです。
　なお、今後の町の行政運営の基本姿勢は、今年度から
の後期基本計画を最重要視することとし、この計画を
実現するため社会情勢・財政状況を考慮して進めてい
きます。

歳入
一般会計の歳入・歳出自主財源

1,948,735（22.4％）
依存財源

6,059,265（75.6％）

国庫支出金
662,483
（8.3％）

地方交付税
1,780,000
（22.2％）

一般会計総額
8,008,000千円
（100.0％） その他

202,030
（2.5％）

その他
576,289
（7.2％）

使用料および手数料
173,117（2.2％）

諸収入
289,487（3.6％）

歳出

一般会計総額
8,008,000千円
（100.0％）

衛生費
2,205,319
（27.5％）

民生費
1,395,167
（17.4％）

総務費
960,087
（12.0％）

議会費
87,061
（1.1％）予備費等

4,605（0.1％）

公債費
801,819
（10.0％）

農林水産業費
408,294
（5.1％）

商工費
550,295
（6.9％）

土木費
698,749
（8.7％）

消防費
226,125
（2.8％）

教育費
670,479
（8.4％）

議会の運営

広報の発行等

人材育成事業

情報処理・IT化推進費

友好都市等の交流

海区漁業調整委員会委員選挙費

農業委員会委員選挙費

87,061

11,042

100

68,925

2,069

2,915

3,838

新

新

町債
869,000
（10.9％）

都支出金
2,545,752
（31.7％）

町税
909,842
（11.4％）

農業共済事業

農業振興の助成

有害鳥獣捕獲・害虫駆除等

水産物展示販売施設の運営

漁場改良事業補助

島しょ漁業振興施設整備

観光施設の管理

温泉施設の管理

観光事業等の推進

商工会、観光協会への助成

伊豆大島ジオパーク推進事業

牛乳処理加工機器等整備事業

漁村地域防災力強化事業

御神火温泉施設改修

「島じまん2012」への参加

就農者育成・支援施設整備事業

稼げる農家・暮らせる農家応援事業

波浮港地区ストックマネージメント事業

　　（農業用水配水管敷設替）

小規模土地改良事業

　　（沢立地区農業用水貯水池フィルター設置）

4,273

1,570

52,188

49,814

2,688

90,000

102,492

117,374

39,857

13,050

2,320

42,669

15,000

94,776

7,213

1,647

870

16,503

17,041

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

奨学資金の貸付事業

小中学校コンピュータネットワーク推進事業

小中学校総合的学習の実施

地域センターの管理

陸上競技場・野球場の管理

学校給食の実施

「スポーツ祭東京2013」の準備・

　　　　　　　　　　リハーサル大会の実施

つつじ小学校陶芸窯移設工事

つばき小学校トイレ廻り窓改修

第一中学校校舎改修
開発総合センター舞台吊物および緞帳機構改修工事

PTA連合会大島大会

21,000

23,300

5,910

8,471

7,514

126,797

102,827

2,468

3,045

45,001

7,673

3,000
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今
回
は
、
第
5
期
計
画
期
間
（
平
成
24
〜

26
年
度
）
の
第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上

の
方
）
の
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。

○
介
護
保
険
料
（
基
準
月
額
）
は

　
　
　
　
　
　
　
　
5
，
3
6
0
円
に
！

　
第
１
号
被
保
険
者
の
介
護
保
険
料
（
基
準

月
額
）
は
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

○
値
上
げ
の
主
な
理
由

　
保
険
料
を
値
上
げ
す
る
主
な
理
由
と
し
て

次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

①
第
4
期
計
画
期
間
に
か
か
っ
た
介
護
給
付

　
費
が
計
画
値
よ
り
増
加
し
た

②
第
4
期
の
介
護
保
険
料
（
基
準
月
額
）
が

　
安
価
で
あ
っ
た
た
め
に
第
１
号
被
保
険
者

　
か
ら
の
保
険
料
収
入
が
不
足
し
た

③
介
護
保
険
財
政
が
赤
字
に
転
じ
、
東
京
都

　
財
政
安
定
化
基
金
よ
り
借
入
れ
を
し
て
補

　
填
す
る
こ
と
に
な
っ
た

　
第
5
期
計
画
に
お
い
て
も
介
護
給
付
費
は

増
加
が
見
込
ま
れ
、
介
護
報
酬
の
改
定
や
第

4
期
の
借
入
金
の
返
済
な
ど
を
考
慮
し
、
第

5
期
の
介
護
保
険
料
（
基
準
月
額
）
は
値
上

げ
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

○
第
4
期
と
第
5
期
の
比
較

　
第
4
期
の
介
護
保
険
財
政
の
赤
字
は
約
4

千
6
百
万
円
と
見
込
ま
れ
、
こ
の
赤
字
分
を

介
護
保
険
料
（
基
準
月
額
）
で
表
す
と
左
図

中
第
4
期
の
5
3
0
円
が
赤
字
額
と
な
り
ま

す
。
こ
の
う
ち
1
3
0
円
は
東
京
都
財
政
安

定
化
基
金
交
付
事
業
に
よ
る
１
千
2
百
万
円

の
交
付
金
で
賄
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

大
島
町
の
介
護
保
険
❷

残
り
の
4
0
0
円
は
純
粋
な
赤
字
と
な
り
、

3
千
4
百
万
円
を
東
京
都
財
政
安
定
化
基
金

貸
付
事
業
か
ら
借
入
れ
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
の
4
0
0
円
は
第
5
期
の

保
険
料
に
上
乗
せ
し
て
返
済
す
る
こ
と
と
な

り
、
第
5
期
保
険
料
は
5
，
3
6
0
円
に
な

り
ま
す
。

○
保
険
料
の
多
段
階
設
定

　
第
１
号
被
保
険
者
の
介
護
保
険
料
は
、
所

得
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。
低
所
得
者
の
負

担
が
増
大
し
な
い
よ
う
配
慮
し
、
高
所
得
者

の
段
階
を
細
分
化
し
て
所
得
段
階
数
と
保
険

料
率
を
設
定
し
た
結
果
、
第
5
期
計
画
で
は

12
段
階
に
し
ま
し
た
。
（
表
を
参
照
）

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
住
民
課
介
護
保
険
係

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
（
2
）
1
4
6
2

第
4
期
（
21
〜
23
年
度
）

　
　
　
　
3
，
7
5
0
円

　
　
　
1
，
6
1
0
円
値
上
げ

第
5
期
（
24
〜
26
年
度
）

　
　
　
　
5
，
3
6
0
円

標準月額保険料の比較

○所得段階一覧表 （単位：円）

平成12～14年度
（第1期） 3,000

3,300

3,560

3,750 （530）

（4,960） （400）5,360

0円 1,000円 2,000円 3,000円 4,000円 5,000円 6,000円

■保険料額　■不足額

※「130円」分は、交付金で補填

平成15～17年度
（第2期）

平成18～20年度
（第3期）

平成21～23年度
（第4期）

平成24～26年度
（第5期）
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4
月
か
ら
整
形
外
科
医
師
が
不
在
と
な
る
た
め
、
当
面
の
間
、
専
門
医
師

に
よ
る
整
形
外
科
診
療
は
休
診
と
な
り
ま
す
。

　
委
託
を
し
て
い
た
大
学
病
院
よ
り
、
医
師
不
足
を
理
由
と
す
る
派
遣
中
断

の
申
し
入
れ
が
あ
り
、
現
在
、
東
京
都
・
町
・
藤
清
会
（
医
療
セ
ン
タ
ー
）

共
に
整
形
外
科
医
師
を
懸
命
に
探
し
て
い
ま
す
。

　
住
民
の
皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
医
療
セ
ン
タ
ー
内
で

で
き
る
限
り
の
診
療
は
行
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
福
祉
け
ん
こ
う
課 

☎
（
2
）
1
4
7
1

　
　
　
　
　
　
　
医
療
セ
ン
タ
ー 

　
☎
（
2
）
2
3
4
5

　
平
成
24
年
4
月
以
降
の
補
助
制
度
は
、
当
面
は
現
行
の
ま
ま
継
続
し

ま
す
。

　
な
お
、
今
年
度
に
お
い
て
は
申
請
期
限
を
3
ヶ
月
と
し
ま
す
の
で
、

申
請
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

﹇
患
　
　
者
﹈

　
交
通
費
　
船
賃
の
約
4
割
程
度

　
　
　
　
　
大
島
〜
東
京
往
復
の
場
合
　
4,
0
0
0
円

　
　
　
　
　
大
島
〜
熱
海
往
復
の
場
合
　
2,
0
0
0
円

　
宿
　
泊
　
3,
0
0
0
円
上
限
（
実
費
相
当
額
）

﹇
証
明
書
﹈

　
有
料
（
1,
5
7
5
円
）
う
ち
町
補
助
（
1,
0
0
0
円
）

﹇
申
請
期
限
﹈

　
病
院
等
受
診
日
・
退
院
日
よ
り
3
ヶ
月
以
内

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
福
祉
け
ん
こ
う
課
　
☎
（
2
）
1
4
7
1

医
療
セ
ン
タ
ー
整
形
外
科
診
療
に
つ
い
て

長寿医療（後期高齢者医療）制度  平成24年度保険料

＝＋

平成24年1月の広域連合会議において、平成24・25年度における保険料および軽減措置が決定しました。
　

（※）賦課のもととなる所得金額とは、旧ただし書き所得のことで、前年の総所得および山林所得金額
　　　並びに株式・長期（短期）譲渡所得金額等の合計から基礎控除額33万円を控除した額です。（た
　　　だし、雑損失の繰越控除額は控除しません）
［均等割額の軽減］
　同じ世帯の被保険者全員と世帯主の「所得金額を合計した
額」をもとにした、均等割額の軽減があります。均等割額の
軽減は９割・8.5割・5割・2割のいずれかとなります。
［所得割額の軽減］
　被保険者本人の「賦課のもととなる所得金額」をもとにし
た、所得割額の軽減があります。（右図参照）
［被用者保険被扶養者軽減］
　後期高齢者医療制度加入の前日まで会社の健康保険など（国保・国保組合は除く）の被扶養者だった
方は、所得割額が無料になり、均等割額が9割軽減された額となります。
［問い合わせ］制度関係　広域連合お問い合わせセンター　　☎0570－086－519
　　　　　　　　　　　　ＰＨＳ・ＩＰ（ひかり）電話の方　☎03－3222－4496
　　　　　　　そ の 他　住民課国保年金係　　　　　　 　　☎（2）1462

賦課のもととなる所得金額（旧ただし書き所得）

　　 15万円以下　　　　　軽減割合 100％

　　 20万円以下　　　　　軽減割合　75％

　　 58万円以下　　　　　軽減割合　50％

◆所得割額
賦課のもととなる所得金額（※）×所得割率
　　　　　　　　東京都　8.19％　
　　　　　　　　大島町　  7.9％

◆均等割額
被保険者１人当たり
 東京都　40,100円　
 大島町　38,670円

東京都の保険料
限度額
55万円

平
成
24
年
度  

島
外
医
療
機
関
通
院
交
通
費
等

支
援
対
策
事
業
費
補
助
金
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大
島
町
指
定
ご
み
袋

　
　
減
免
措
置
配
布

　
心
身
障
害
者
（
児
）
巡
回
相
談
を
行

い
ま
す
。

　
島
内
在
住
で
身
体
障
害
者
お
よ
び
知

的
障
害
者
に
対
す
る
手
帳
の
交
付
申
請

を
受
け
た
い
方
、
ま
た
、
障
害
程
度
の

変
更
や
補
装
具
の
交
付
を
受
け
た
い
方

に
対
し
、
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
医
師
が
判
定
を
行
い
ま
す
。

﹇
日
程
﹈
7
月
10
日
（
火
）

﹇
場
所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

﹇
相
談
内
容
﹈

・
身
体
障
害
者
手
帳
お
よ
び
愛
の
手
帳

　
交
付
の
判
定
・
診
断

・
視
覚
機
能
障
害
に
関
す
る
判
定

・
聴
覚
言
語
機
能
障
害
に
関
す
る
測
定

・
補
装
具
交
付
の
理
学
判
定

・
愛
の
手
帳
交
付
の
心
理
学
的
判
定

﹇
予
約
方
法
﹈

　
予
約
制
で
す
。
電
話
に
て
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

　
知
的
障
害
　
5
月
9
日
（
水
）
ま
で

　
身
体
障
害
　
6
月
6
日
（
水
）
ま
で

﹇
予
約
・
問
い
合
わ
せ
﹈

　
福
祉
け
ん
こ
う
課
福
祉
医
療
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
2
）
1
4
7
1

　
平
成
24
年
4
月
１
日
よ
り
、
入
院
時
に

利
用
し
て
い
た
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
認
定
証
」
が
、
外
来
診
療
で
も
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
認
定
証
を
医
療
機
関
等
に
提
出
す

れ
ば
、
窓
口
で
の
支
払
い
を
自
己
負
担
の

上
限
額
（
年
齢
・
所
得
に
応
じ
て
異
な

る
）
ま
で
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

﹇
対
象
﹈

・
大
島
町
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、

　
70
歳
未
満
の
方
　
ま
た
は

　
70
〜
74
歳
の
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
で
、

　
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

﹇
申
請
場
所
﹈

　
住
民
課
国
保
年
金
係
・
各
出
張
所

※
有
効
期
限
が
平
成
24
年
7
月
31
日
ま

　
で
の
認
定
証
を
お
持
ち
の
方
は
、
そ

　
の
ま
ま
利
用
可
能
の
た
め
、
申
請
の

　
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
　
住
民
課
国
保
年
金
係

　
　
　
　
　
　
☎
（
2
）
1
4
6
2

　
医
療
セ
ン
タ
ー
の
質
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
向
上
に
町
民
の
意
見
・
要
望
を
反
映
さ

せ
、
町
民
本
位
の
医
療
提
供
が
で
き
る
よ

う
運
営
協
議
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
協
議
会
は
、
医
療
セ
ン
タ
ー
の
管

理
・
運
営
に
関
し
て
審
議
し
、
町
長
や
指

定
管
理
者
で
あ
る
藤
清
会
に
対
し
意
見
・

要
望
を
具
申
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
町

議
会
議
員
3
名
以
内
、
公
募
に
よ
る
選
定

者
6
名
以
内
、
医
療
・
福
祉
関
係
者
4
名

以
内
、
公
共
的
団
体
構
成
員
10
名
以
内
、

公
共
団
体
職
員
3
名
以
内
の
委
員
で
構
成

し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
募
集

を
し
ま
す
。

﹇
応
募
資
格
﹈

　
18
歳
以
上
で
大
島
町
に
住
所
の
あ
る
人

﹇
募
集
人
員
﹈
6
名

﹇
任
期
﹈
委
嘱
さ
れ
た
日
か
ら

　
　
　
　
平
成
26
年
3
月
31
日
ま
で

﹇
応
募
方
法
﹈

　
町
役
場
・
各
出
張
所
に
あ
る
申
込
書
を

　
5
月
１
日
（
火
）
ま
で
に
提
出

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
福
祉
け
ん
こ
う
課
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
2
）
1
4
7
1

心
身
障
害
者（
児
）巡
回
相
談

交
付
の
判
定

　
　
　
診
断

　
次
に
該
当
す
る
方
は
、
大
島
町
指
定

ご
み
袋
減
免
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
新
生
児
が
生
れ
た
世
帯

②
平
成
24
年
4
月
１
日
現
在
、
3
歳
未

　
満
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
（
4
月
中

　
の
申
請
で
１
年
分
配
布
・
5
月
以
降

　
は
申
請
月
相
当
）

③
生
活
保
護
、
児
童
扶
養
・
特
別
児
童

　
扶
養
手
当
、
老
齢
福
祉
・
障
害
基
礎

　
年
金
受
給
世
帯
（
証
書
を
ご
持
参
く

　
だ
さ
い
）

④
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
公
共
施
設
・

　
道
路
等
の
清
掃
奉
仕
活
動
で
使
用
す

　
る
場
合

※
該
当
内
容
で
ご
み
袋
の
種
類
が
異
な

　
り
ま
す
。

﹇
申
請
方
法
﹈

　
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
町
役
場
・
出

張
所
に
て
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
①
②
③
に
つ
い
て

　
　
　
福
祉
け
ん
こ
う
課

　
　
　
　
　
☎
（
2
）
1
4
7
1

　
④
に
つ
い
て

　
　
　
生
活
環
境
課
　

　
　
　
　
　
☎
（
2
）
1
4
8
7

外
来
診
療
に
も
適
用
！   

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

大
島
町
医
療
セ
ン
タ
ー

運
営
協
議
会
委
員
募
集



﹇
支
給
要
件
﹈

　
中
学
校
修
了
前

（
15
歳
に
達
す
る

日
以
後
最
初
の
3

月
31
日
ま
で
）
の
子
ど
も
を
扶
養
し
て
い

る
父
母
等

﹇
手
当
月
額
﹈

・
0
歳
〜
3
歳
未
満

　
　
一
律
　
　
　
　
　
1
5
，
0
0
0
円

・
3
歳
〜
小
学
生

　
　
里
親
等
　
一
律
　
1
0
，
0
0
0
円

　
　
第
1
子
・
2
子
　
1
0
，
0
0
0
円

　
　
第
3
子
以
降
　
　
1
5
，
0
0
0
円

※
18
歳
に
達
す
る
以
後
最
初
の
3
月
31
日

　
ま
で
の
間
に
あ
る
子
ど
も
の
中
で
数
え

　
ま
す
。

・
中
学
生

　
　
一
律
　
　
　
　
　
1
0
，
0
0
0
円

﹇
支
給
月
﹈
2
・
6
・
10
月

﹇
注
意
﹈

・
出
生
に
伴
う
新
規
・
増
額
、
転
入
に
よ

　
る
新
規
の
方
は
、
15
日
以
内
の
申
請
が

　
必
要
に
な
り
ま
す
。

・
公
務
員
の
方
は
所
属
庁
か
ら
の
支
給
と

　
な
り
ま
す
の
で
、
共
済
組
合
へ
申
請
し

　
て
く
だ
さ
い
。

※
掲
載
内
容
は
平
成
24
年
3
月
現
在
の
も

　
の
で
す
。
今
後
、
制
度
の
詳
細
は
随
時

　
広
報
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

﹇
対
象
﹈

　
育
成
手
当
　
ひ
と
り
親
家
庭
で
児
童
を

　
　
　
　
　
　
育
成
し
て
い
る
者

　
障
害
手
当
　
身
体
１
・
2
級
児
な
ど
を

　
　
　
　
　
　
扶
養
し
て
い
る
者

﹇
手
当
月
額
﹈

　
育
成
手
当
　
1
3
，
5
0
0
円

　
障
害
手
当
　
1
5
，
5
0
0
円

﹇
支
給
月
﹈
2
・
6
・
10
月

﹇
対
象
﹈

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
ま
た
は
母
な
ど
で

一
定
の
所
得
以
内

﹇
手
当
月
額
﹈
※
改
定
あ
り

　
全
部
支
給
　
　
　
　
4
1
，
4
3
0
円

　
一
部
支
給

　
　
　
4
1
，
4
2
0
〜
9
，
7
8
0
円

※
人
数
に
応
じ
て
加
算

﹇
支
給
月
﹈
4
・
8
・
12
月

﹇
対
象
﹈

　
重
度
・
中
度
の
障
害
児
の
父
母
な
ど

﹇
手
当
月
額
﹈
※
改
定
あ
り

　
特
児
等
級
　
１
級
　
5
0
，
4
0
0
円

　
　
　
　
　
　
2
級
　
3
3
，
5
7
0
円

﹇
支
給
月
﹈
4
・
8
・
12
月

﹇
対
象
﹈

　
身
体
1
・
2
級
者
、
愛
の
手
帳
1
〜
3

度
者
な
ど

﹇
手
当
月
額
﹈
1
5
，
5
0
0
円

﹇
支
給
月
﹈
4
・
8
・
12
月

﹇
対
象
﹈

　
常
時
複
雑
な
介
護
を
要
す
る
重
度
障
害

者﹇
手
当
月
額
﹈
6
0
，
0
0
0
円

﹇
支
給
月
﹈
毎
月

　
詳
し
い
支
給
要
件
や
申
請
方
法
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

﹇
申
請
場
所
﹈

　
福
祉
け
ん
こ
う
課
・
各
出
張
所

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
福
祉
け
ん
こ
う
課 

☎
（
2
）
1
4
7
1

　
平
成
24
年
4
月
よ
り
所
得
制
限
が
設

 

け
ら
れ
る
予
定
で
す
。

﹇
実
施
予
定
﹈

　
平
成
24
年
4
月
分
（
6
月
支
給
）
よ
り

﹇
所
得
制
限
額
﹈

　
年
収
9
6
0
万
円

（
夫
婦
・
子
ど
も
2
人
世
帯
を
基
準
）

﹇
所
得
制
限
以
上
の
場
合
の
手
当
額
﹈

　
1
人
に
つ
き
　
一
律
　
5
，
0
0
0
円

＊
こ
ど
も
手
当
＊

＊
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
＊

＊
特
別
児
童
扶
養
手
当
＊

＊
児
童
育
成
（
障
害
）
手
当
＊

＊
児
童
扶
養
手
当
＊

＊
各
手
当
の
申
請
＊

各手当の所得制限（平成23年度現在）
児童育成（障害）手当

心身障害者・重度心身障害手当

扶養親族等
人数

受給資格者本人
（20歳未満は世帯主）

1人につき
38万円加算

0人

1人

2人

3人以上

360.4万円

398.4万円

436.4万円

児童扶養手当・特別児童扶養手当

＊
重
度
心
身
障
害
者
手
当
＊

各

種

手

当

の

ご

案

内

11 広報おおしま 平成24年4月号

扶養親族等
人数

配偶者・扶養義務者
孤児等の養育者

受給資格者本人
全部支給 一部支給

1人につき38万円加算

0人

1人

2人

3人以上

236万

274万

312万

19万

57万

95万

192万

230万

268万
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東京国体大島町相撲競技大会
開催日：平成25年9月29日・30日・10月1日
会　場：都立大島高校体育館特設相撲場

大島の 黒潮熱く いざ勝負大会スローガン

ゆりーと

　
平
成
25
年
秋
の
東
京
国
体
「
ス
ポ
ー
ツ

祭
東
京
2
0
1
3
」
相
撲
競
技
開
催
を
控

え
、
今
年
の
秋
に
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
と
し

て
「
第
51
回
全
国
教
職
員
相
撲
選
手
権
大

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
大
会
を
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
、
ぜ
ひ

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

﹇
日
程
﹈
9
月
２
日
（
日
）

﹇
場
所
﹈
大
島
高
校
体
育
館
特
設
相
撲
場

﹇
主
催
﹈
㈶
日
本
相
撲
連
盟

　
　
　
　
大
島
町
・
大
島
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　
第
68
回
国
民
体
育
大
会
大
島
町

　
　
　
　
実
行
委
員
会

9
月
に
東
京
国
体
相
撲
競
技
会
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
を
開
催
し
ま
す
！

　
大
会
当
日
に
運
営
を
お
手
伝
い
し
て
も

ら
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
必
要
で
す
。
多

く
の
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

﹇
主
な
業
務
内
容
﹈

　
受
付
案
内
・
環
境
衛
生
・
交
通
業
務
等

※
難
し
い
も
の
は
な
く
、
説
明
会
等
も
開

　
催
す
る
予
定
で
す
。

﹇
応
募
資
格
﹈

　
中
学
生
以
上
（
団
体
の
み
小
学
生
可
）

　
団
体
・
個
人
ど
ち
ら
で
も
可

﹇
募
集
締
切
﹈
6
月
15
日
（
金
）

↑山口国体リハーサル大会
　第49回全国教職員相撲選手権大会

誰でもできる簡単な作業です。みんなで一緒にやりましょう！

大島の特産品をアピールしよう！

　
大
会
会
場
に
て
食
品
類
（
製
造
加
工

品
・
現
場
調
理
品
）
や
郷
土
物
産
品
等
を

販
売
す
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。
こ
れ
を

機
会
に
大
島
の
特
産
品
等
を
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
ょ
う
。

﹇
出
店
料
﹈
無
料

﹇
募
集
締
切
﹈
4
月
27
日
（
金
）

　
選
手
監
督
、
役
員
等
に
斡
旋
・
支
給
す

る
昼
食
弁
当
の
製
造
業
者
を
募
集
し
ま

す
。
個
数
が
多
く
な
る
の
で
複
数
社
で
の

製
造
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

﹇
製
造
個
数
﹈
１
社
あ
た
り

　
　
　
　
　
　
1
0
0
個
程
度

﹇
募
集
締
切
﹈
4
月
27
日
（
金
）

　
大
会
の
開
催
趣
旨
に
賛
同

し
、
協
賛
し
て
い
た
だ
け
る

企
業
・
団
体
を
募
集
し
ま

す
。
大
会
運
営
に
必
要
な
物

品
や
大
会
を
盛
り
上
げ
る
た

め
の
啓
発
用
品
の
提
供
を
お
願
い
し
ま

す
。
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
物
品
に
企
業
名

を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
募
集
も
詳
細
に
つ
い
て
は

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
第
68
回
国
民
体
育
大
会

　
大
島
町
実
行
委
員
会
　
事
務
局

　
国
体
対
策
室
　
☎
（
2
）
0
0
3
5

◆
第
51
回
全
国
教
職
員

　
　
　
相
撲
選
手
権
大
会
◆

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
◆

◆
売
店
の
募
集
◆

◆
弁
当
業
者
の
募
集
◆

◆
協
賛
企
業
・
団
体
募
集
◆
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在
宅
酸
素
濃
縮
器
の

　
使
用
に
か
か
る

　
　
　
電
気
料
金
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
！

在
宅
酸
素
濃
縮
器
の

　
使
用
に
か
か
る

　
　
　
電
気
料
金
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
！

﹇
助
成
内
容
﹈

　
酸
素
濃
縮
器
を
使
用
し
た
在
宅
酸
素

療
法
を
行
っ
て
い
る
方
に
対
し
、
そ
の

使
用
に
係
る
電
気
料
金
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

﹇
助
成
開
始
﹈

　
平
成
24
年
4
月
分
か
ら

﹇
対
象
﹈

　
大
島
町
に
住
所
を
有
し
、
在
宅
で
酸

素
濃
縮
器
を
使
用
（
酸
素
療
法
等
）
し

て
い
る
方
。

﹇
助
成
金
額
﹈

　
１
ヶ
月
あ
た
り 

一
律 

2
，0
0
0
円

﹇
申
請
に
必
要
な
も
の
﹈

・
申
請
書
（
福
祉
け
ん
こ
う
課
・
各
出

　
張
所
に
用
意
）

・
診
療
明
細
書
ま
た
は
所
定
申
請
書
中

　
の
医
師
の
証
明
（
文
書
料
は
助
成
対

　
象
外
）

・
申
請
者
本
人
の
保
険
証

・
印
鑑

・
本
人
名
義
の
通
帳

※
代
理
申
請
可
能
で
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
福
祉
け
ん
こ
う
課

　
　
　
　
　
　
☎
（
2
）
1
4
7
1

小
型
船
舶
操
縦
士
免
許
更
新
講
習
会

小
型
船
舶
操
縦
士
免
許
更
新
講
習
会

　
小
型
船
舶
操
縦
士
免
許
更
新
講
習
会
を

実
施
し
ま
す
。

﹇
日
時
﹈

　
5
月
17
日
（
木
）

　
　
受
付
　
午
前
8
時
30
分
〜
9
時

　
　
更
新
　
午
前
9
時
30
分
〜
10
時
30
分

　
　
失
効
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

﹇
場
所
﹈

　
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
　
１
階
大
会
議
室

﹇
対
象
﹈

・
船
舶
免
許
証
の
満
了
日
が
平
成
24
年
5

　
月
17
日
〜
平
成
25
年
5
月
17
日
の
方

・
失
効
し
た
方

﹇
費
用
﹈

・
更
新
　
　
　
　
　
　
　
8
，
0
0
0
円

・
失
効
　
　
　
　
　
　
1
6
，
9
0
0
円

・
船
舶
免
許
証
の
記
載
事
項
（
現
住
所
・

　
本
籍
・
氏
名
等
）
変
更
や
紛
失

　
　
　
　
　
　
　
加
算
　
1
，
0
0
0
円

﹇
申
込
期
間
﹈

　
4
月
16
日
〜
4
月
27
日
（
厳
守
）

﹇
申
込
書
類
﹈

　
①
受
講
申
込
書
・
船
舶
免
許
証
の
写
し

　
　
各
１
枚

　
②
写
真
2
枚
（
縦
4.5
㎝
×
横
3.5
㎝
、
上

　
　
半
身
・
無
帽
・
無
背
景
、
6
ヶ
月
以

　
　
内
に
撮
影
、
裏
面
に
氏
名
記
入
）

※
記
載
事
項
変
更
や
現
住
所
の
記
載
さ
れ

　
て
い
な
い
免
許
証
の
場
合
は
本
籍
地
の

　
記
載
さ
れ
た
住
民
票
が
必
要
で
す
。

※
船
舶
免
許
証
の
紛
失
・
き
損
の
場
合

　
は
、
自
動
車
免
許
証
ま
た
は
パ
ス
ポ
ー

　
ト
の
写
し
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

﹇
申
込
場
所
﹈

・
大
島
漁
業
協
同
組
合
連
絡
協
議
会
事
務

　
局
（
町
役
場
産
業
課
水
産
係
内
）

・
各
漁
業
協
同
組
合
（
本
所
・
事
業
所
）

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
大
島
漁
業
協
同
組
合
連
絡
協
議
会

　
事
務
局
（
町
役
場
産
業
課
水
産
係
内
）

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
2
）
1
4
4
5

　
大
島
町
農
業
委
員
会
で
は
、
委
員
会
の

活
動
を
住
民
の
方
に
理
解
し
て
い
た
だ

き
、
農
業
振
興
を
図
る
た
め
、
移
動
「
農

業
委
員
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
委
員
会
終
了
後
に
は
傍
聴
者
の
方
々
と

の
意
見
交
換
会
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

﹇
日
時
﹈
4
月
24
日
（
火
）
午
前
10
時

﹇
場
所
﹈
北
の
山
公
民
館
　
2
階

﹇
意
見
交
換
会
﹈
農
業
委
員
会
終
了
後

　
2
月
16
日
（
木
）
に
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
平
成
24
年
第
1
回
大
島
町
農
業
委

員
会
と
認
定
農
業
者
16
名
と
の
意
見
交
換
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
認
定
農
業
者
の
方
か
ら

貴
重
な
意
見
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の

で
、
今
後
、
農
業
委
員
会
の
審
議
等
を
経

て
、
回
答
や
報
告
を
し
ま
す
。

﹇
主
な
意
見
﹈

・
農
業
委
員
会
の
役
割
等

・
花
卉
の
出
荷
ル
ー
ト
（
関
西
方
面
）
の
確

　
保
と
そ
の
課
題
等

・
農
業
者
の
高
齢
化
と
後
継
者
不
足

・
担
い
手
の
受
け
皿
確
保
と
遊
休
農
地
等

・
農
業
用
水
未
供
給
農
地
の
農
業
用
水
の
確

　
保

・
運
賃
補
助
の
拡
充
等

・
島
の
農
業
の
実
態
に
合
致
し
た
補
助
制
度

　
の
創
設
等

・
農
産
物
の
輸
送
方
法
の
改
善

・
ビ
ニ
ー
ル
廃
棄
処
分
費

・
道
の
駅
（
島
の
生
産
物
が
す
べ
て
そ
ろ
っ

　
て
い
る
）
の
よ
う
な
施
設
整
備
　
な
ど

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
　
産
業
課
　
☎
（
2
）
1
4
4
5

移
動「
農
業
委
員
会
」開
催

認
定
農
業
者
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
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野球大会（中学生の部）

バレーボール大会（中学生の部）

ゲートボール大会

バレーボール大会（婦人の部）

少年相撲大会

水泳大会

野球大会（一般の部）

体育レクリエーション大会

駅伝競走大会

成人式

野球大会（小学生の部）

文化祭（芸能大会）

文化祭（作品展）

第一中学校グラウンド

第一中学校体育館

伊豆大島ゲートボール場

大島高校体育館

野増地域センター体育館

弘法浜プール

大島町野球場　他

大島高校特設相撲場

つばき小学校グラウンド

開発総合センター

差木地地域センターグラウンド

開発総合センター

開発総合センター

4月14日（土）予備日４月１5日（日）・21日（土）

4月14日（土）

5月26日（土）予備日5月27日（日）（雨天中止）

6月3日（日）

7月22日（日）

8月1日（水）雨天順延（2日間まで）

8月26日（日）～※9月2日（日）は除く

9月2日（日）

10月14日（日）予備日10月21日（日）

11月4日（日）（雨天決行）

1月12日（土）

2月2日（土）・3日（日）予備日2月9日（土）

2月24日（日）

3月8日（金）～10日（日）

大　　会　　名 実施日・予定日（期間） 会　　　場

波浮港上の山～
泉津地域センターグラウンド

目標数　50,000人（単位：人）

25,166

461

475

26,102

20,611

278

558

21,447

82.2％

東 海 汽 船

全　日　空

新中央航空

合　　　計

前 年 対 比

24年 23年
平
成
24
年
2
月
の
来
島
者
数

11,940

272

575

12,787

91.9％

東 海 汽 船

全　日　空

新中央航空

合　　　計

前 年 対 比

24年

教育文化課・国体対策室イベント情報

　
　
― 

お
詫
び
と
訂
正 
―

　
3
月
号
の
平
成
24
年
１
月
の
来
島
者
数

に
お
い
て
、
数
値
が
誤
っ
て
い
ま
し
た
。

お
詫
び
す
る
と
と
も
に
、
次
の
よ
う
に
訂

正
し
ま
す
。

全国教職員相撲選手権大会
（兼国民体育大会相撲競技リハーサル大会）

※柔剣道大会については11月中旬～12月中旬を予定

平成24年
度

﹇
縦
覧
内
容
﹈

　
縦
覧
帳
簿
の
記
載
事
項
の
「
評
価
額
」
等
、

自
己
の
所
有
す
る
不
動
産
と
そ
の
近
隣
不

動
産
を
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

﹇
期
間
﹈4
月
2
日（
月
）〜
5
月
31
日（
木
）

　
　
　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

﹇
場
所
﹈町
役
場
税
務
課

※
各
出
張
所
で
の
縦
覧
は
で
き
ま
せ
ん
。

﹇
縦
覧
で
き
る
方
﹈

　
大
島
町
に
所
在
す
る
不
動
産
に
対
し
て

固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
る
納
税
者
の
方

（
本
人
確
認
の
で
き
る
も
の
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
）

※
本
人
所
有
以
外
の
不
動
産
に
つ
い
て
　

　
は
、評
価
内
容
の
説
明
は
で
き
ま
せ
ん
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
税
務
課
課
税
係
　
☎（
2
）1
4
6
5

固
定
資
産
の
縦
覧
　

平成24年経済センサス－活動調査への
ご回答、ありがとうございました

経済センサスキャラクター

●調査の結果は国の各種行政施策をはじめ、地域の産業振興や
　商店街の活性化などの地域行政のための基礎資料として利活
　用されます。
●調査票の内容は統計の目的以外（例えば税の資料など）に使
　用することはありません。集計完了後、調査票は完全に溶か

し再生紙として生まれ変わります。

◆未回答の事業所につきましては、引き続き回収を
　行っています。ご協力よろしくお願いします。
　　［問い合わせ］　町長室　☎（2）1444



　
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
子

育
て
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

 

・
子
ど
も
と
家
庭
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相

　
談
に
応
じ
ま
す
。
保
護
者
は
も
ち
ろ
ん
、

　
子
ど
も
自
身
か
ら
の
相
談
に
も
応
じ
ま

　
す
。

・
相
談
内
容
に
応
じ
て
、
保
健
・
福
祉
・

　
医
療
・
教
育
等
の
各
関
係
機
関
と
連
携

　
し
、
適
切
な
支
援
や
調
整
を
行
い
ま
す
。

　
家
庭
に
お
け
る
保
育
が
一
時
的
に
困
難

と
な
っ
た
場
合
に
、
乳
幼
児
を
短
時
間
預

か
り
ま
す
。

﹇
対
象
﹈

　
生
後
3
ヶ
月
以
上
〜
就
学
前
の
乳
幼
児

（
保
育
所
利
用
者
は
除
く
）

﹇
利
用
時
間
﹈

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
の
4
時
間
以
内

で
週
3
回
ま
で
利
用
可
能

﹇
利
用
料
金
﹈

　
生
活
保
護
世
帯
　
無
料

3
歳
以
上

　
　
2
時
間
以
内
　
　
　
　
3
0
0
円

　
　
4
時
間
以
内
　
　
　
　
6
0
0
円

3
歳
未
満

　
　
2
時
間
以
内
　
　
　
　
5
0
0
円

　
　
4
時
間
以
内
　
　
１
，
0
0
0
円

﹇
例
え
ば
こ
ん
な
時
﹈

・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

・
病
院
等
の
受
診

・
学
校
行
事
に
参
加
な
ど

※
就
労
目
的
の
場
合
は
利
用
で
き
ま
せ
ん

　
育
児
や
家
事
等
の
支
援
が
必
要
な
家
庭

に
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
す
る
こ
と
に
よ
り
、

保
護
者
の
精
神
的
・
身
体
的
負
担
の
軽
減

を
図
り
、
子
育
て
を
支
援
し
ま
す
。

﹇
対
象
﹈

　
母
子
手
帳
交
付
か
ら
出
産
後
6
ヶ
月
目

の
末
日
ま
で
の
妊
産
婦
お
よ
び
出
生
し
た

乳
児
が
い
る
家
庭

﹇
利
用
時
間
﹈

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
の
4
時
間
以
内

で
対
象
期
間
内
に
10
回
ま
で
利
用
可
能

﹇
利
用
料
金
﹈

　
へ
ル
パ
ー
の
派
遣
１
回
に
つ
き

　
　
2
時
間
ま
で
　
１
，
5
0
0
円

　
　
4
時
間
ま
で
　
3
，
0
0
0
円

・
親
子
で
お
友
達
と
自
由
に
遊
べ
る
場
所

　
で
す
。
遊
具
、
絵
本
の
他
、
ラ
ン
チ
ル

　
ー
ム
、
授
乳
室
等
、
子
育
て
に
合
わ
せ

　
た
部
屋
を
設
置
し
、
保
護
者
同
士
の
交

　
流
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

・
子
育
て
や
趣
味
等
に
役
立
つ
お
母
さ
ん

　
の
た
め
の
ミ
ニ
講
座
や
、
誕
生
会
、
絵

　
本
の
会
等
、
親
子
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

　
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

※
月
の
行
事
予
定
を
掲
載
し
て
い
る
「
わ

　
ー
わ
・
く
ら
ぶ
」
は
町
役
場
・
出
張

　
所
・
図
書
館
・
医
療
セ
ン
タ
ー
窓
口
等

　
で
配
布
の
ほ
か
、
大
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
通
じ
て
、
地
域
や

世
代
間
の
交
流
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

　
大
島
町
で
は
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協

議
会
（
子
ど
も
を
守
る
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
）
を
設
置
し
て
お
り
、
当
セ
ン
タ
ー
が

調
整
機
関
と
な
り
、
虐
待
を
受
け
て
い
る

子
ど
も
を
は
じ
め
と
す
る
要
保
護
児
童
・

要
支
援
家
庭
・
特
定
妊
婦
の
早
期
発
見
や

適
切
な
支
援
を
図
る
た
め
、
各
関
係
機
関

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

　
生
後
4
か
月
を
迎
え
る
ま
で
の
乳
児
の

い
る
家
庭
に
保
健
師
が
訪
問
し
、
身
近
な

話
し
相
手
と
な
り
、
子
育
て
に
役
立
つ
情

報
提
供
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
対
象
家
庭
に
は
連
絡
し
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
2
）
2
3
8
1

い
っ
と
き

総
合
相
談

育
児
支
援
ヘ
ル
パ
ー
（
有
料
）

地
域
交
流

子
育
て
ひ
ろ
ば

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

大
島
町
要
保
護
児
童
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
協
議
会

一
時
預
か
り
（
有
料
）

15 広報おおしま 平成24年4月号
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町
で
は
平
成
24
年
度
の
人
材
育
成
事
業

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
農
林
漁
業
・
観
光
業
・
商

工
業
の
産
業
振
興
や
、
ま
ち
づ
く
り
・
花

嫁
対
策
等
、
将
来
の
町
の
活
性
化
を
目
的

と
し
た
人
材
育
成
事
業
で
す
。

﹇
対
象
経
費
﹈

・
国
内
の
先
進
地
視
察
に
要
す
る
経
費

・
講
演
会
や
研
修
会
等
の
開
催
お
よ
び
参

　
加
に
要
す
る
経
費

・
後
継
者
育
成
お
よ
び
花
嫁
対
策
に
必
要

　
な
経
費

・
ま
ち
お
こ
し
や
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た

　
め
に
必
要
な
経
費

﹇
対
象
者
﹈

・
大
島
町
に
１
年
以
上
居
住
し
、
ボ
ラ
ン

　
テ
ィ
ア
活
動
等
に
積
極
的
に
参
加
す
る

　
意
志
の
あ
る
方

・
学
業
の
た
め
に
遠
隔
地
に
居
住
し
て
い

　
る
方

・
国
内
の
先
進
地
視
察
に
つ
い
て
は
現
に

　
イ
ベ
ン
ト
等
の
実
施
計
画
が
あ
り
、
そ

　
の
計
画
を
年
内
に
遂
行
し
終
了
報
告
す

　
る
こ
と
が
で
き
る
方

・
15
歳
以
上
50
歳
未
満
の
方

﹇
補
助
金
額
﹈

・
対
象
経
費
の
2
分
の
１
以
内

・
限
度
額
10
万
円

﹇
事
業
期
間
﹈

　
平
成
25
年
3
月
31
日
ま
で

﹇
募
集
期
間
﹈

　
4
月
2
日
（
月
）
〜
6
月
29
日
（
金
）

﹇
応
募
方
法
﹈

　
町
長
室
・
各
出
張
所
に
用
意
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
提
出

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
町
長
室
振
興
企
画
係

　
　
　
　
　
　
☎
（
2
）
1
4
4
4

人
材
育
成
事
業 

募
集

ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り

　
公
益
財
団
法
人
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公

社
で
は
、
各
種
補
助
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

﹇
事
業
名
﹈

　
平
成
24
年
度
地
域
振
興
に
係
る

　
　
　
　
　
　
　
補
助
事
業
（
第
１
回
）

﹇
対
象
事
業
﹈

　
地
域
振
興
に
係
る
次
に
関
す
る
事
業

・
特
産
品

・
観
光
振
興

・
島
お
こ
し
を
担
う
人
材
育
成

﹇
補
助
金
額
﹈

・
対
象
経
費
の
5
分
の
4
以
内

・
上
限
額
1
0
0
万
円
（
特
に
必
要
と
認

　
め
ら
れ
た
場
合
は
2
0
0
万
円
）

﹇
事
業
名
﹈

　
平
成
24
年
度
人
材
育
成
共
同
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
１
回
）

﹇
対
象
事
業
﹈

・
グ
ル
ー
プ
等
に
所
属
す
る
メ
ン
バ
ー
や

　
ス
タ
ッ
フ
の
技
術
や
知
識
を
向
上
さ

　
せ
、
島
を
担
う
人
材
育
成
を
目
的
と
し

　
た
人
材
育
成
事
業

・
そ
の
他
、
公
社
が
認
め
る
島
を
担
う
人

　
材
育
成
事
業

﹇
補
助
金
額
﹈

　
１
事
業
あ
た
り
1
0
0
万
円
を
限
度

﹇
対
象
団
体
﹈

・
概
ね
5
名
以
上
（
島
し
ょ
地
域
在
住

　
者
）
で
組
織
し
た
代
表
者
・
会
則
・
名

　
簿
等
の
あ
る
団
体
等

・
島
し
ょ
地
域
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有

　
す
る
小
規
模
企
業
者
、
組
合
、
法
人
等

・
島
し
ょ
地
域
内
の
個
人
事
業
者

※
中
小
企
業
、
創
業
予
定
者
は
除
く
（
中

　
小
企
業
等
振
興
補
助
金
の
対
象
）

﹇
事
業
期
間
﹈

　
事
業
開
始
〜
平
成
25
年
3
月
末
日

﹇
募
集
期
間
﹈

　
4
月
2
日
（
月
）
〜
5
月
25
日
（
金
）

﹇
申
込
方
法
﹈

　
町
長
室
・
各
出
張
所
に
用
意
し
た
指
定

の
申
請
用
紙
等
を
提
出

﹇
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
﹈

　
町
長
室
振
興
企
画
係

　
　
　
☎
（
2
）
1
4
4
4

　
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社

　
　
　
☎
0
3
（
5
4
7
2
）
6
5
4
6

島
お
こ
し

共
通
事
項

人
材
育
成

ご
活
用
を
！
島
し
ょ
振
興
公
社
の
補
助
事
業

宝
く
じ
助
成
で

　
　
整
備
し
ま
し
た

　
大
島
町
で
は
、財
団

法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
の
宝
く
じ
社
会

貢
献
広
報
事
業
の
一

環
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を

活
用
し
、
地
域
活
動
に
利
用
で
き
る
会
議

用
テ
ー
ブ
ル
等
を
購
入
し
ま
し
た
。

・
野
増
公
民
館

　
会
議
用
テ
ー
ブ
ル
、折
り
た
た
み
椅
子

・
ク
ダ
ッ
チ
老
人
福
祉
館

　
応
接
セ
ッ
ト

・
岡
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
音
響
マ
イ
ク
セ
ッ
ト
一
式

・
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　
臼（
2
〜
3
升
）と
杵
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こ
の
春
か
ら
新
生
活
を
大
島
町
以
外
の

地
域
で
ス
タ
ー
ト
さ
れ
た
方
、
ま
た
そ
の

予
定
の
方
、
新
生
活
を
始
め
る
前
に
大
島

か
ら
の
転
出
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

　
転
出
手
続
き
は
学
生
・
社
会
人
を
問
わ

ず
「
住
民
基
本
台
帳
法
」
で
義
務
付
け
ら

れ
て
お
り
、
住
民
登
録
し
て
い
た
大
島
町

以
外
に
住
所
を
移
す
場
合
は
必
ず
行
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
手
数
料
は
か
か
り

ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
住
民
課
住
民
戸
籍
係

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
進
学
な
ど
で
転
出
手
続
き
を
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
民
健
康
保
険
や
国

民
年
金
等
の
取
り
扱
い
が
ど
う
な
る
の
か

不
安
に
思
わ
れ
る
方
は
、
住
民
課
国
保
年

金
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
転
出
届
に
関
す
る
相
談

　
　
住
民
課
住
民
戸
籍
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
2
）
1
4
4
8

　
国
民
健
康
保
険
・

　
国
民
年
金
に
関
す
る
相
談

　
　
住
民
課
国
保
年
金
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
2
）
1
4
6
2

新
生
活
を
始
め
る
前
に

転
出
届
は
お
済
み
で
す
か
？

　
大
島
交
通
安
全
協
会
・
大
島
安
全
運

転
管
理
者
部
会
か
ら
、
新
小
学
一
年
生

用
の
黄
色
い
帽
子
・
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ

ー
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
も
な
く
新
学
期
で
す
。
新
小
学
一

﹇
転
入
﹈

さ
く
ら
小
　
　
　
校
長
　
加
茂
　
彦
士

　
　
　（
足
立
区
立
梅
島
第
二
小
・
昇
格
）

三
　
　
中
　
　
　
校
長
　
尾
暮
　
　
亮

　
　
　
　
　（
昭
島
市
立
福
島
中
・
昇
格
）

﹇
内
転
﹈

つ
ば
き
小
　
　
　
校
長
　
立
木
　
　
功

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
さ
く
ら
小
）

二
　
　
中
　
　
　
校
長
　
川
島
　
郁
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
三
　
　
中
）

﹇
内
転（
異
種
校
間
）﹈

一
　
　
中
　
　
　
校
長
　
山
田
　
三
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
つ
ば
き
小
）

海
洋
国
際
高
校
　
校
長
　
大
塚
　
健
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
二
　
　
中
）

﹇
退
職
﹈

一
　
　
中
　
　
　
校
長
　
横
山
　
正
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
定
　
　
年
）

小
・
中
学
校
校
長
の
異
動

（
4
月
1
日
付
）

か
　
も
　
　
げ
ん
じ

お
ぐ
れ
　
　
　
あ
き
ら

　
町
で
は
、
島
外
の
学
校
に
通
う
島

し
ょ
出
身
の
学
生
の
た
め
に
、
東
海

汽
船
乗
船
券
が
割
引
に
な
る
島
し
ょ

出
身
学
生
証
明
書
を
発
行
し
て
い
ま

す
。

﹇
対
象
者
﹈

　
保
護
者
の
住
所
が
大
島
に
あ
り
、

島
外
の
学
校
に
通
う
、
住
民
票
が
島

外
に
あ
る
学
生

﹇
必
要
書
類
﹈

　
在
学
証
明
書
　
１
通

﹇
発
行
場
所
﹈

　
教
育
文
化
課
・
各
出
張
所

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
教
育
文
化
課

　
　
　
　
　
☎
（
2
）
1
4
5
3

年
生
や
児
童
・
生
徒
の
登
下
校
が
始
ま

り
ま
す
。
運
転
者
の
皆
さ
ん
は
安
全
運

転
を
心
が
け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
【
大
島
町
教
育
委
員
会
】

島
し
ょ
出
身
学
生
証
明
書
を

発
行
し
て
い
ま
す

火
山
活
動
の
解
説

﹇
平
成
24
年
2
月
の
概
況
﹈

　
火
山
性
地
震
の
回
数
は
少
な
く
、
地

震
活
動
は
静
穏
に
経
過
し
ま
し
た
。
震

源
は
、
主
に
三
原
山
周
辺
の
浅
い
と
こ

ろ
に
分
布
し
ま
し
た
。

　
27
日
に
実
施
し
た
現
地
調
査
で
は
、

山
頂
火
口
内
の
地
表
面
温
度
や
周
辺
の

噴
気
温
度
に
大
き
な
変
化
は
み
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
連
続
観
測
で
は
、
地

下
深
部
へ
の
マ
グ
マ
注
入
に
よ
る
と
考

え
ら
れ
る
島
全
体
の
長
期
的
な
膨
張
傾

向
が
継
続
し
て
い
ま
す
。
短
期
的
に
は

平
成
23
年
10
月
以
降
伸
び
の
傾
向
が
み

ら
れ
ま
し
た
が
、
１
月
以
降
伸
び
の
傾

向
が
鈍
化
し
て
い
ま
す
。

　
三
原
山
周
辺
に
影
響
を
及
ぼ
す
噴
火

の
兆
候
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
噴
火
警

戒
レ
ベ
ル
は
１
（
平
常
）
で
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
火
山
防
災
連
絡
事
務
所

　
　
　
　
　
☎
（
2
）
1
1
6
6



18広報おおしま平成24年4月号

よ
く
あ
る
質
問

Ｑ
．
ご
み
の
分
別
は
？

Ａ
．
大
き
く
分
け
て
3
種
類
で
す
。

　
　
・
燃
や
せ
る
ご
み
（
可
燃
ご
み
）

　
　
・
資
源
ご
み
（
リ
サ
イ
ク
ル
）

　
　
・
そ
の
他
（
有
害
・
粗
大
ご
み
等
）

　
　
詳
し
く
は
分
別
表
（
生
活
環
境
課
窓

　
　
口
で
配
布
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
収
集
日
と
収
集
場
所
は
？

Ａ
．
お
住
ま
い
の
地
区
に
よ
り
異
な
り
ま

　
　
す
の
で
、
生
活
環
境
課
へ
お
問
い
合

　
　
わ
せ
く
だ
さ
い
。
広
報
の
住
民
カ
レ

　
　
ン
ダ
ー
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

Ｑ
．
ご
み
の
出
し
方
は
？

Ａ
．
【
大
島
町
指
定
ご
み
袋
】
に
入
れ
て

　
　
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ダ
ン
ボ

　
　
ー
ル
等
で
出
す
場
合
は
【
大
島
町
指

　
　
定
ご
み
シ
ー
ル
】
を
貼
っ
て
く
だ
さ

　
　
い
。
決
め
ら
れ
た
収
集
日
と
収
集
場

　
　
所
に
出
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ
．
大
島
町
指
定
ご
み
袋
・
シ
ー
ル
と

　
　
は
？

Ａ
．
島
内
の
ス
ー
パ
ー
や
小
売
店
で
販
売

　
　
し
て
い
ま
す
。

　
　
ご
み
袋
は
２
種
類
あ
り
、

　
　
・
燃
や
せ
る
ご
み
用
（
赤
字
）

　
　
・
資
源
・
有
害
ご
み
用
（
緑
字
）

　
　
そ
れ
ぞ
れ
45
ℓ
・
70
ℓ
が
あ
り
ま

　
　
す
。

　
　
ご
み
シ
ー
ル
は
燃
や
せ
る
ご
み
の
ダ

　
　
ン
ボ
ー
ル
使
用
時
や
粗
大
ご
み
排
出

　
　
時
に
使
用
し
ま
す
。

Ｑ
．
水
色
回
収
箱
と
は
何
で
す
か
？

Ａ
．
資
源
ご
み
の
集
積
場
所
で
す
。
島
内

　
　
各
地
区
40
か
所
ほ
ど
設
置
し
て
い
ま

　
　
す
。

ご
み
の
出
し
方

　
一
度
に
出
せ
る
の
は
、
燃
や
せ
る
ご

み
・
資
源
ご
み
と
も
に
指
定
ご
み
袋
70
ℓ

で
１
袋
、
45
ℓ
で
2
袋
ま
で
で
す
。

◆
燃
や
せ
る
ご
み
（
生
ゴ
ミ
・
紙
類
等
）

・
指
定
ご
み
袋
燃
や
せ
る
ご
み
用
（
赤

　
字
）
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
収
集
日
の
朝
8
時
ま
で
に
出
し
て
く
だ

　
さ
い
。

・
カ
ラ
ス
や
猫
に
荒
ら
さ
れ
な
い
よ
う
ポ

　
リ
バ
ケ
ツ
等
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

・
生
ご
み
は
水
分
を
よ
く
切
っ
て
く
だ

　
さ
い
。

・
収
集
場
所
は
利
用
者
の
皆
さ
ん
で
管
理

　
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
出
す
と
き
は

・
指
定
ご
み
シ
ー
ル
を
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
見

　
や
す
い
場
所
に
貼
る
か
、
指
定
ご
み
袋

　
に
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
入
れ
て
出
し
て
く
だ

　
さ
い
。

・
指
定
ご
み
シ
ー
ル
は
45
㎝
×
35
㎝
×

　
30
㎝
程
度
で
１
枚
、
そ
れ
以
上
の
大
き

　
さ
の
場
合
は
2
枚
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
ご
み
収
集
車
に
入
ら
な
い
大

　
き
な
も
の
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
。

・
カ
ラ
ス
や
猫
へ
の
対
策
と
し
て
、
箱
を

　
二
重
に
す
る
、
内
部
側
面
や
上
部
を
重

ごみ袋、ごみシールは外側の見やすい場所に使用して下さい。

収集します 収集しません

外側に指定ごみ袋 指定ごみシール
中に指定ごみ袋を使用しても
外から見てわからないもの

※ダンボールの中に指定ごみ袋を入れて出しても収集しません。

大
島
へ
転
入
さ
れ
た
み
な
さ
ん
へ

　
ね
た
新
聞
紙
や
雑
誌
等
で
補
強
す
る

　
と
、
収
集
場
所
を
清
潔
に
保
て
ま
す
。

※
指
定
ご
み
シ
ー
ル
や
指
定
ご
み
袋
を
使

　
用
し
て
い
な
い
場
合
、
【
違
反
シ
ー

　
ル
】
を
貼
り
回
収
し
ま
せ
ん
。

ル
ー
ル
を
守
っ
た

　
正
し
い
ご
み
出
し
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
資
源
ご
み

・
指
定
ご
み
袋
資
源
・
有
害
ご
み
用
（
緑

　
字
）
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
資
源
ご
み
の
分
別
は

　
　
空
き
缶
（
飲
料
用
）

　
　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

　
　
ビ
ン
・
ガ
ラ
ス
・
瀬
戸
物

　
　
金
属
・
小
型
家
電

　
　
　
（
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品
を
除
く
）

　
　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

　
　
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
　
で
す
。

・
各
地
区
に
設
置
さ
れ
た
水
色
回
収
箱
に

　
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
水
色
回
収
箱
へ
ご
み
を
出
す
と
き
は

・
き
ち
ん
と
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

・
中
身
を
空
に
し
、
水
洗
い
を
し
て
く
だ

　
さ
い
。

・
原
則
は
指
定
ご
み
袋
使
用
で
す
が
、
指

　
定
ご
み
シ
ー
ル
を
利
用
し
て
出
せ
る
品

　
目
も
あ
り
ま
す
の
で
、
分
別
表
を
ご
覧

　
く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
他

　
大
型
の
家
具
や
家
電
等
の
粗
大
ご
み
な

ご
み
に
関
す
る
お
知
ら
せ
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引
越
す
と
き
は
届
け
出
を

　
転
入
の
際
は
「
開
栓
届
」
が
、
転
出
の

際
は
「
閉
栓
届
」
が
必
要
で
す
。
大
島
内

で
の
引
越
し
（
転
居
）
で
も
同
様
で
す
の

で
忘
れ
ず
に
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

検
針
は
2
ヶ
月
に
１
回

　
水
道
の
検
針
は
2
カ
月
に
１
回
、
奇
数

月
に
行
っ
て
い
ま
す
。
水
道
課
が
委
託
し

た
検
針
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
水
道
メ
ー

タ
ー
の
周
り
は
き
れ
い
に
し
、
犬
を
飼
っ

て
い
る
方
は
メ
ー
タ
ー
や
玄
関
に
近
づ
け

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

メ
ー
タ
ー
交
換

　
水
道
使
用
量
を
正
確
に
測
る
た
め
、
検

定
期
間
が
満
了
と
な
る
メ
ー
タ
ー
は
「
計

量
法
」
に
基
づ
き
新
し
く
取
り
替
え
て
い

ま
す
。
取
り
替
え
は
水
道
課
が
委
託
し
た

指
定
工
事
店
が
行
い
、
費
用
は
か
か
り
ま

せ
ん
。

　
ご
不
在
の
場
合
で
も
作
業
を
行
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
終
了
後
に
お
知
ら
せ
を

投
函
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

漏
水
か
な
？
と
思
っ
た
ら

　
水
道
を
使
用
し
て
い
な
い
状
態
で
メ
ー

水
道
に
関
す
る

お
知
ら
せ

水
道
に
関
す
る

お
知
ら
せ

タ
ー
が
回
る
場
合
は
漏
水
の
可
能
性
が
あ

り
ま
す
の
で
、
水
道
業
者
に
修
理
依
頼
を

し
て
く
だ
さ
い
。
水
道
料
金
が
減
額
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
自
宅
敷
地
内
の
給
水
設
備
は
所

有
者
に
管
理
義
務
が
あ
り
、
修
理
費
用
は

メ
ー
タ
ー
器
の
前
後
に
か
か
わ
ら
ず
個
人

負
担
で
す
の
で
、
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

お
願
い

　
お
い
し
い
水
を
維
持
を
す
る
た
め
に
も
、

水
道
料
金
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
水
は
限
り
あ
る
資
源
で
す
。
大
切
に
使

い
ま
し
ょ
う
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
水
道
課
業
務
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
2
）
1
4
7
8

用地境界
管理境界

止水栓

給水管
サドル分水栓配水管

所有境界

　
施
設
建
設
工
事
に
つ
い
て
は
、
１
月
30
日

の
臨
時
議
会
に
お
い
て
契
約
の
承
認
を
い
た

だ
き
、い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
建
設
用
地
の
造
成
工
事
の
契
約
承

認
に
つ
い
て
も
3
月
議
会
に
お
い
て
承
認
を

い
た
だ
き
、
4
月
上
旬
よ
り
約
半
年
間
の
工

期
で
着
手
さ
れ
ま
す
。同
時
に
秋
頃
ま
で
に

本
体
の
実
施
設
計
を
完
成
さ
せ
、
造
成
完
了

と
同
時
に
本
体
工
事
に
入
る
計
画
で
す
。

　
今
後
の
計
画
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
順
次

お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

○
今
計
画
で
落
札
し
た
Ｊ
Ｖ
の
提
案
内
容
の

　「
概
要
書
」
を
作
成
し
、
希
望
者
に
は
窓
口

　
に
て
配
布
し
ま
す
。

循
環
型
施
設
整
備
シ
リ
ー
ズ

今
月
は
お
休
み
で
す

ど
は
各
処
理
場
へ
直
接
持
ち
込
み
と
な
り

ま
す
。
分
別
表
を
参
照
し
、
不
明
な
点
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ラ
イ
タ
ー
は
正
し
く
捨
て
ま
し
ょ
う

　
ラ
イ
タ
ー
を
起
因
と
す
る
火
災
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
ご
家
庭
に
あ
る
不
要

な
ラ
イ
タ
ー
は
必
ず
ガ
ス
抜
き
を
し
、
町

役
場
・
各
出
張
所
に
設
置
し
て
い
る
「
使

い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
回
収
箱
」
へ
お
願
い
し

ま
す
。

《
ガ
ス
の
抜
き
方
》

①
周
囲
に
火
の
気
が
な
い
こ
と
を
確
認
し

　
て
か
ら
着
火
し
、
す
ぐ
に
吹
き
消
す
。

②
押
し
下
げ
た
レ
バ
ー
を
輪
ゴ
ム
や
テ
ー

　
プ
等
で
固
定
し
、
ガ
ス
を
噴
出
さ
せ

　
る
。

　
「
シ
ュ
ー
」
と
い
う
音
が
し
ま
す
。

③
そ
の
ま
ま
火
の
気
の
無
い
、
風
通
し
の

　
よ
い
屋
外
に
半
日
〜
１
日
置
き
ま
す
。

　
火
着
し
な
く
な
れ
ば
ガ
ス
抜
き
完
了
で

　
す
。

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品

　
　
　
　
　
　
　
収
集
運
搬
料
値
上
が
り

　
輸
送
燃
料
費
の
高
騰
に
伴
い
、
平
成
24

年
10
月
１
日
か
ら
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
対
象

品
の
収
集
運
搬
料
が
値
上
が
り
し
ま
す
。

　
ま
た
、
個
人
で
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
対
象

品
を
廃
棄
す
る
際
は
、
収
集
運
搬
料
金
と

は
別
に
郵
便
局
で
リ
サ
イ
ク
ル
券
を
購
入

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
生
活
環
境
課
　
☎
（
2
）
1
4
8
7

　　品　目　　　　旧　　　　新

エアコン

テレビ

冷凍・冷蔵庫

洗濯機・乾燥機

2,069円　2,090円

1,995円　2,016円

3,791円　3,854円

2,751円　2,783円

収集運搬料金（持込み時に支払い）
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基
本
健
康
診
査
は
、
内
臓
脂
肪
の
蓄
積

を
把
握
し
、
高
血
圧
症
・
糖
尿
病
・
脂
質

異
常
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
予
防
を

目
的
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
健
診
を
積
極
的
に
活
用
し
、
生
活
習
慣

病
の
予
防
だ
け
で
な
く
健
康
の
維
持
管

理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
施
設
に
入
所
中
の
方
、
6
ヶ
月

以
上
入
院
中
の
方
、
妊
産
婦
の
方
は
健
診

を
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

﹇
対
象
者
﹈

▼
特
定
健
康
診
査
　

・
大
島
町
国
民
健
康

　
保
険
に
加
入
の
40

　
歳
以
上
74
歳
ま
で
の
被
保
険
者

・
集
合
契
約
締
結
の
社
会
保
険
被
扶
養
者

　
で
「
特
定
健
康
診
査
受
診
券
」
を
発
行

各
種
健
康
診
査

特
定
保
健
指
導

平成24年度

　
さ
れ
る
方

▼
後
期
高
齢
者
健
康
診
査

・
大
島
町
後
期
高

　
齢
者
医
療
に
加

　
入
し
て
い
る
被

　
保
険
者

▼
39
歳
以
下
等
健
康
診
査

・
大
島
町
に
住
民

　
登
録
の
あ
る
39

　
歳
以
下
の
方
・

　
生
活
保
護
受
給

　
者
の
方

﹇
検
査
項
目
﹈

　
問
診
・
計
測
・
診
察
・
脂
質
・
肝
機
能
・

代
謝
系
・
尿
・
腎
機
能

★
一
定
の
基
準
の
下
、
医
師
が
必
要
と
判

　
断
し
た
場
合
は
、
心
電
図
検
査
・
眼
底

　
検
査
（
後
期
高
齢
者
健
診
以
外
）・
貧

　
血
検
査
を
選
択
し
追
加
検
査
し
ま
す
。

﹇
実
施
場
所
﹈

　
医
療
セ
ン
タ
ー

﹇
予
約
受
付
﹈

　
4
月
16
日
よ
り
受
付
開
始

　
平
日
の
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

　
予
約
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
2
）2
3
4
6

﹇
実
施
日
﹈

　
5
月
　
13
日（
日
）

　
6
月
　
3
日（
日
）・
10
日（
日
）

　
7
月
　
8
日（
日
）・
22
日（
日
）

　
8
月
　
5
日（
日
）

　
9
月
　
2
日（
日
）・
9
日（
日
）

※
9
月
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

　
早
め
の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

﹇
受
診
券
の
交
付
と
問
診
票
の
回
収
﹈

　
受
診
券
と
問
診
票
は
、

住
民
課
・
各
出
張
所（
住

所
地
以
外
の
出
張
所
で

も
交
付
可
能
）
で
交
付

し
ま
す
。問
診
票
は
受

診
券
を
受
け
取
る
際
、
記
入
し
て
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。（
代
理
の
方
が
受
け
取

り
に
来
た
場
合
、
受
診
日
の
10
日
前
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
）

　
事
前
に
提
出
で
き
な
い
場
合
は
、
当
日

医
療
セ
ン
タ
ー
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。記

載
漏
れ
等
が
あ
り
ま
す
と
、
多
少
時
間
を

要
し
ま
す
。

　
な
お
、
当
日
は「
受
診
券
」と「
保
険
証
」

を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

﹇
健
診
の
結
果
﹈

　
結
果
は
健
診
後
1
ヶ
月
程
度
で
郵
送

さ
れ
ま
す
。結
果
の
説
明
（
無
料
）
を
希
望

さ
れ
る
方
は
電
話
に
て
予
約
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
結
果
の
説
明
以
外
の
診
療
行
為

を
受
け
た
場
合
は
費
用
が
発
生
し
ま
す
。

　
特
定
健
康
診
査
の
結
果
を
基
に
特
定

保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。

﹇
対
象
者
﹈

①
腹
囲

　（
男
性
85
㎝
以
上
、女
性
90
㎝
以
上
）

②
高
血
糖
　
③
高
血
圧
　
④
脂
質
異
常

▼
動
機
付
け
支
援

　
健
診
結
果
で
①
に
加
え
、②
〜
④
の
う

ち
１
つ
該
当
す
る
方

▼
積
極
的
支
援

　
健
診
結
果
で
①
に
加
え
、②
〜
④
の
う

ち
１
つ
以
上
該
当
し
、
か
つ
喫
煙
歴
の
あ

基
本
健
康
診
査

特
定
保
健
指
導
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相
　
　
　
　
　
　
　
　
談

健
　
診

予
防
接
種

こころの健康相談

糖尿病予防栄養相談

栄養・食生活相談

簡単バランス食相談

歯周病予防相談

ちびっ子歯科相談

お口のことなら何でも相談

健康相談

6・9ケ月児健診

11・25日は離乳食相談、4・18日は保健相談あり

定期（三種混合・二種混合・麻疹・風疹・日本脳炎）

任意（ヒブ・肺炎球菌・子宮頸がん  など）

けんこうセンター（相談）　　　☎（2）8141

医療センター（健診・予防接種）☎（2）2346

前田内科クリニック（予防接種）☎（2）7700

保健師にご連絡ください

17日（火）

18日（水）

19日（木）

18日（水）・その他

19日（木）・その他

24日（火）・その他

ご連絡ください

毎週水曜日

4 月 の 予 定4月の母親学級（予約制）
妊婦さん対象

［場　所］けんこうセンター

［時　間］午後１時30分～4時頃

［持ち物］母と子の保健バッグ（①のみ）

　　　　　母子手帳

［日　程］1コース4日制

　①4月12日(木) 保健師

 　  妊娠中に知っておきたいこと・

　　赤ちゃんとのくらし✿　　
　②4月17日(火) 歯科医師・歯科衛生士

  　 歯科健診・楽しいブラッシング♥　　　　　　　　

　③4月20日(金) 産婦人科医師・栄養士

　　お産の準備と経過・妊産婦の栄養（^o^）

　④4月26日(木) 保健師

   　沐浴体験・妊婦体験・懇談会★

①④は
パパさん

も

大歓迎!

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

る
方
、お
よ
び
2
つ
以
上
該
当
す
る
方

※
動
機
付
け
支
援
・
積
極
的
支
援
の
対

　
象
の
う
ち
、
問
診
票
の
内
容
も
反
映
さ

　
せ
て
対
象
者
を
決
定
し
ま
す
。保
健
指

　
導
の
実
施
時
期
（
11
月
以
降
を
予
定
）

　
に
な
り
ま
し
た
ら
、
対
象
者
に
は
連
絡

　
を
し
ま
す
。

　
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の

検
査
方
法
は
血
液
検
査
で
す
。

﹇
対
象
者
﹈

・
満
40
歳
の
方

・
20
歳
以
上
で
過
去
に
一
度
も
検
査
を
受

　
け
た
こ
と
の
な
い
方

・
職
場
等
の
健
康
診
査
で
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

　
検
査
を
受
け
る
機
会
の
な
い
方

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

・
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導

・
後
期
高
齢
者
健
康
診
査

　
住
民
課
国
保
年
金
係

　
　
　
　
　
　
☎（
2
）1
4
6
2

・
39
歳
以
下
等
健
康
診
査

　
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
☎（
2
）8
1
4
1

・
社
会
保
険
等
加
入
の
方

　
そ
れ
ぞ
れ
の
加
入
保
険
者
事
業
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年に１度は健診を
受けましょう！
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各
種
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

麻
し
ん
風
し
ん

混
合
（
M
R
）
ワ
ク
チ
ン

　
麻
し
ん
（
は
し
か
）
は
ウ
イ
ル
ス
の
空

気
感
染
に
よ
っ
て
起
こ
る
感
染
力
の
強
い

病
気
で
す
。
国
は
平
成
20
年
度
か
ら
5
年

間
の
期
間
限
定
で
、
こ
れ
ま
で
1
度
し
か

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
し
て
い
な
い
世
代
に
対

し
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
定
期
予
防
接
種

（
第
3
期
・
第
4
期
）
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

﹇
対
象
﹈

　
１
期
　
１
歳
〜
2
歳
未
満

　
2
期
　
小
学
校
就
学
前

　
（
Ｈ
18
年
4
月
2
日
〜

　
　
　
　
　
　
19
年
4
月
１
日
生
）

　
3
期
　
中
学
１
年
相
当

　
（
Ｈ
11
年
4
月
2
日
〜

　
　
　
　
　
　
12
年
4
月
１
日
生
）

　
4
期
　
高
校
3
年
相
当

　
（
Ｈ
6
年
4
月
2
日
〜

　
　
　
　
　
　
7
年
4
月
１
日
生
）

﹇
有
効
期
間
﹈

　
2
〜
4
期
は
平
成
25
年
3
月
31
日

※
有
効
期
間
を
過
ぎ
る
と
自
費
負
担
と
な

　
り
ま
す
。

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン

﹇
対
象
﹈

　
1
期
　
3
歳
に
達
す
る
子

※
対
象
者
へ
は
郵
送
通
知
し
ま
す
。

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　
高
齢
者
の
肺
炎
を
予
防
し
、
健
康
に
す

ご
せ
る
よ
う
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

﹇
対
象
﹈

　
大
島
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
未
接
種
の
65
歳
以
上
の
方

﹇
費
用
﹈

　
助
　
　
成
　
6
，
０
０
０
円

　
自
己
負
担
　
3
，
０
０
０
円

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
は
、
重
症
化
す
る
と
後
遺
症
が
残

っ
た
り
死
亡
す
る
場
合
も
あ
る
細
菌
性
髄

膜
炎
や
敗
血
症
、
肺
炎
な
ど
を
予
防
す
る

ワ
ク
チ
ン
で
す
。

﹇
対
象
﹈

　
生
後
2
ヵ
月
〜
5
歳
未
満

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

　
子
宮
頸
が
ん
の
多
く
は
発
が
ん
性
ヒ
ト

パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
こ
と

で
発
症
し
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
だ
け
で

は
な
く
、
20
歳
を
過
ぎ
た
ら
定
期
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

﹇
対
象
﹈

　
中
学
1
〜
3
年
生
の
女
子

　
高
校
1
年
生
相
当
年
齢
の
女
子

※
23
年
度
中
に
1
回
目
ま
た
は
2
回
目
の

　
接
種
し
て
い
る
方
は
、
今
年
度
に
残
り

　
の
接
種
が
で
き
ま
す
。

各
ワ
ク
チ
ン
共
通
事
項

　
そ
れ
ぞ
れ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
申
請
が
必
要
で
す
。

﹇
申
請
場
所
﹈

　
福
祉
け
ん
こ
う
課
・
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
（
2
）
8
1
4
1

　
平
成
24
年
度
の
が
ん
検
診
は
5
月
よ
り

開
始
し
ま
す
。

　
日
本
人
の
2
人
に
１
人
が「
が
ん
」に
か

か
り
、3
人
に
１
人
が「
が
ん
」で
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。今
後
、高
齢
化
が
進
む
と
、が
ん

に
か
か
る
人
数
は
ま
す
ま
す
増
え
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。健
康
に
過
ご
し
て
い
く
た

め
に
、ぜ
ひ
検
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

﹇
実
施
日
﹈

　
5
月
よ
り
通
年
実
施

　
火
曜
日
・
木
曜
日
・
月
１
回
日
曜
日

※
日
曜
日
の
子
宮
が
ん
検
診
は
あ
り
ま
せ
ん

﹇
場
所
﹈医
療
セ
ン
タ
ー

﹇
検
診
の
種
類
﹈

　
胃
が
ん（
胃
Ｘ
線
ま
た
は
胃
内
視
鏡
）・

肺
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
子
宮
が
ん
・
腹
部

Ｃ
Ｔ
・
骨
粗
し
ょ
う
症

﹇
料
金
﹈各
検
診
１
回
の
み
無
料

﹇
予
約
受
付
﹈

　
4
月
16
日（
月
）よ
り
受
付
開
始

　
予
約
専
用
ダ
イ
ヤ
ル 

☎（
2
）2
3
4
6

　
平
日
の
午
後
１
時
30
分
〜
4
時
30
分

※
基
本
健
康
診
査
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

　
と
の
同
時
受
診
は
で
き
ま
せ
ん

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
☎（
2
）8
1
4
1

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
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元町保育園・つばき小学校・第一中学校・大島高校

北の山保育園・旧北の山小学校

岡田保育園・さくら小学校・第二中学校

旧泉津小学校

旧野増小学校・間伏文化会館

差木地保育園・旧差木地小学校・大島海洋国際高校

波浮保育園・つつじ小学校・第三中学校・旧波浮小学校

オーレック材料置場・管理型最終処分場

北野Ｈ農園・元町Ｎ農園・波浮Ｎ農園

元　町

北の山

岡　田

泉　津

野　増

差木地

波浮港

その他

農　園

0.04～0.07

0.06

0.04～0.06

0.04

0.04

0.03～0.06

0.02～0.05

0.03～0.04

0.04～0.06

0.04～0.07

0.05

0.04

0.03

0.04

0.03～0.05

0.02～0.04

0.03～0.05

0.03～0.04

1m5㎝
場　所地　区

3月12日

放 射 性 物 質 濃 度 測 定 結 果

　［参考］・安全基準値　3.8μSv/h（文部科学省）　・測　定　者　大島町総務課防災係　
　　　　　・測 定 機 器　小型放射線測定器DoseRAE2（東京都より借上げ）
　　　　　　　　　　　　シンチレーションサーベイメータTCS-172B　　　　　
　　　　　・測 定 日 時　3月12日の午後2時～5時と3月15日の午後2時～4時30分
　　　　　・測定値表示　小数点第3位を四捨五入して地区ごとの最低数値と最高数値を掲載
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［問い合わせ］総務課防災係　☎（2）1443

大気

大島町では大気および水道水の放射性物質濃度の測定を行い、安全であることが確認されています。

運動場四隅と中央・建物四隅・U字溝・庭木・プール横・他

集積場四隅と中央・建物四隅・U字溝・庭木

運動場四隅と中央・建物四隅・U字溝・庭木・ベランダ・他

海洋国際高校

管理型処分場

差木地保育園

0.03～0.07

0.02～0.06

0.02～0.05

0.04～0.07

0.03～0.05

0.02～0.06

1m5㎝
重点測定（放射性物質が溜まりやすいといわれている場所）
※他地区も順次行う予定です

3月15日

水道水

泉津・北の山・南部3／6 10Bq/㎏以下 10Bq/㎏以下 ㈶ 日本分析センター

検　査　機　関Ⅰ－131 Cs－134・Cs－137採水浄水場採水日
放射性セシウム放射性ヨウ素

［参考］飲料水の摂取制限に関する指標（平成23年3月17日：厚生労働省医薬局食糧安全部長）
　　　　放射性ヨウ素：300Bq/㎏（１歳未満100Bq/㎏）　放射性セシウム：200Ｂq/㎏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［問い合わせ］水道課　☎（2）1478

アシタバ（露地）3／5 ND（＜7） 8 9 （独）水産総合研究センター

検　査　機　関Ⅰ－131 Cs－134・Cs－137品目採取日
放射性セシウム放射性ヨウ素

（単位：μSv/h）

最新の測定結果は大島町ホームページでも確認できます。

その他

［参考］暫定規制値　　放射性ヨウ素：2,000Bq/㎏　放射性セシウム（134と137の合計）：500Ｂq/㎏
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お気軽に
ご相談ください

　
東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
法
律
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
※
予
約
が
必
要
で
す
。

﹇
日
時
﹈
4
月
11
日
（
水
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分

　
次
の
予
定
…
5
月
9
日
（
水
）

﹇
場
所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

﹇
相
談
内
容
・
時
間
﹈

　
無
料
一
般
相
談
（
当
日
の
み
）

　
相
談
時
間
は
一
人
40
分
以
内

﹇
予
約
受
付
時
間
﹈

　
平
日
の
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

　
　
　
　
（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
）

﹇
主
催
﹈ 

　
・
東
京
弁
護
士
会

　
・
第
一
東
京
弁
護
士
会
　

　
・
第
二
東
京
弁
護
士
会

﹇
予
約
・
問
い
合
わ
せ
﹈

　
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
　

　 

☎
0
3
（
3
5
9
5
）
8
5
7
5

東
京

三
弁
護
士
会

に
よ
る
法
律
相
談

東
京

三
弁
護
士
会

に
よ
る
法
律
相
談

東
京

三
弁
護
士
会

に
よ
る
法
律
相
談

  
行
政
へ
の
苦
情
、
意
見
、
要
望
な
ど

﹇
日
　
時
﹈
4
月
25
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
2
時

﹇
場
　
所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

﹇
相
談
員
﹈
安
本
　
近
志

　
東
京
都
で
は
、
島
し
ょ
に
居
住
さ
れ
る

方
々
が
、
法
的
な
ト
ラ
ブ
ル
に
出
会
っ
た

時
の
た
め
に
、
電
話
に
よ
る
弁
護
士
の
無

料
法
律
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

﹇
相
談
日
﹈
月
・
水
・
金
曜
日

※
祝
祭
日
の
場
合
は
お
休
み
し
ま
す
。

﹇
相
談
時
間
﹈
午
後
1
時
〜
4
時

※
当
日
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
の
な
い
よ

　
う
事
前
の
予
約
も
受
付
け
て
い
ま
す
。

※
事
前
予
約
は
、
月
〜
金
曜
日
の
午
前
9

　
時
〜
午
後
5
時
（
祝
祭
日
除
く
）
に
お

　
願
い
し
ま
す
。

﹇
予
約
・
相
談
電
話
番
号
﹈

　
東
京
都
生
活
文
化
局
都
民
の
声
課

　
☎
0
3
（
5
3
8
8
）
2
2
4
5

電
話
で
弁
護
士
に
相
談
で
き
る

　
相
談
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
固
く
守
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

「
島
し
ょ

　
　
法
律
相
談
」で
す
。

4 月の相談日

月・水・金

6

13

20

27

4

11

18

25

2

9

16

23

休

﹇
相
談
内
容
﹈

　
土
地
・
建
物
の
調
査
・
測
量
、
境
界
問

　
題
お
よ
び
不
動
産
の
表
示
登
記
の
相
談

﹇
相
談
日
時
﹈

　
4
月
4
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

﹇
相
談
場
所
﹈

　
大
島
町
元
町
字
吉
谷
411
番
14

　
柴
山
清
和
土
地
家
屋
調
査
士
事
務
所

﹇
相
談
担
当
﹈

　
東
京
土
地
家
屋
調
査
士
会
七
島
支
部

﹇
後
援
﹈
東
京
法
務
局

 東京法務局では、一般的な登記相談および登記
申請に関する事務・各種証明書等の請求に関す
る事務を行っています。ぜひご利用ください。
［日時・場所］開発総合センター　１階

［相談方法］予約不要・終了時間30分前まで受付
［問い合わせ］東京法務局
　不動産登記部門　　　　　　☎03（5213）1329
　法人登記部門（商業・法人）☎03（5213）1333

「
表
示
登
記
の
日
」無
料
相
談

東京法務局  特設登記所

4 月

5 月

6 月

7 月

9 月

10月

11月

12月

1 月

2 月

16日（月）

14日（月）

4日（月）

17日（火）

3日（月）

15日（月）

5日（月）

3日（月）

7日（月）

4日（月）

17日（火）

15日（火）

5日（火）

18日（水）

4日（火）

16日（火）

6日（火）

4日（火）

8日（火）

5日（火）

18日（水）

16日（水）

6日（水）

19日（木）

5日（水）

17日（水）

7日（水）

5日（水）

9日（水）

6日（水）

開設予定 午前9時～正午
午後1時～4時

午後1時～4時 午前9時～正午
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（
　
）
は
前
所
属

■
異
動
等
（
3
月
１
日
付
）

主
任
級
▼
福
祉
け
ん
こ
う
課
　
増
山
真
由

美
（
総
務
課
）

主
事
級
▼
総
務
課
　
宮
間
美
波
（
福
祉
け

ん
こ
う
課
）

大
島
町
職
員
人
事

﹇
島
内（
来
庁
者
等
）﹈

▼
2
月
10
日
椿
展
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
式
典

／
観
光
振
興
実
行
委
員
会
観
光
客
誘
致
部

会
／
夜
祭
り
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
▼
11
日
ミ
ス

椿
の
女
王
コ
ン
テ
ス
ト
▼
12
日
伊
豆
大
島

ジ
ャ
パ
ン
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
▼
13

日
新
中
央
航
空
社
長
／
要
保
護
児
童
対
策

協
議
会
▼
14
日
日
本
総
合
研
究
所
㈱
／
農

産
物
講
演
会
／
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
役
員

▼
19
日
第
41
回
伊
豆
大
島
カ
メ
リ
ア
マ
ラ

ソ
ン
大
会
／
有
森
祐
子
氏「
伊
豆
大
島
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ー
ス
認
定
ツ
ア
ー
」▼
20
日
第
２

回
大
島
町
総
合
開
発
審
議
会
／
日
本
共
産

党
八
王
子
市
議
会
議
員
団
／ 

関
東
農
政
局

▼
26
日
大
島
町
文
化
祭
芸
能
大
会
▼
3
月

１
日
職
員
辞
令
交
付
／
日
本
電
信
電
話
ユ

ー
ザ
ー
協
会
健
康
セ
ミ
ナ
ー
▼
3
日
大
島

高
校
卒
業
式
▼
4
日
海
洋
国
際
高
校
卒
業

式
▼
5
日
住
民
福
祉
環
境
常
任
委
員
会
／

大
島
町
基
本
構
想
『
後
期
基
本
計
画
』
及
び

介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
に
伴
う
住
民
説

明
会
（
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）▼
6
日
議
会

運
営
委
員
会
／
大
島
町
基
本
構
想『
後
期
基

本
計
画
』及
び
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
に

伴
う
住
民
説
明
会（
岡
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
）▼
9
日
首
都
大
学
／
大
島
町
基
本

構
想
『
後
期
基
本
計
画
』
及
び
介
護
保
険
事

町
長
の
う
ご
き
2
月
１０
日
〜
3
月
9
日

業
計
画
策
定
に
伴
う
住
民
説
明
会（
差
木
地

公
民
館
）

﹇
島
外
﹈

▼
2
月
15
日
自
治
功
労
者
表
彰
伝
達
式
／

東
京
都
町
村
会
町
村
長
会
議
／
東
京
都
町

村
会
創
立
90
周
年
記
念
講
演
会
・
意
見
交

換
会
▼
16
日
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
・

組
織
団
体
長
会
議
／
島
嶼
町
村
会
・
島
嶼

町
村
長
会
議
／
島
嶼
町
村
会
・
同
議
長
会

合
同
会
議
／
東
京
都
土
地
改
良
事
業
団
体

連
合
会
通
常
総
会
▼
17
日
島
嶼
町
村
会
　

国
へ
の
要
望
活
動
（
三
宅
都
議
同
行
）
／
順

天
堂
病
院
訪
問
▼
21
日
東
京
都
市
町
村
職

員
共
済
組
合
組
合
会
▼
23
日
離
島
振
興
法

改
正
・
延
長
実
現
総
決
起
大
会
▼
24
〜
26

日
全
国
椿
サ
ミ
ッ
ト
（
山
口
県
萩
市
）▼
27

日
自
治
調
査
会
・
評
議
員
会
▼
3
月
7
日

東
京
都
福
祉
保
健
局
▼
8
日
東
京
都
島
し

ょ
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
漁
業
調
査
指

導
船「
み
や
こ
」竣
工
式

○
隠
し
事

﹇
著
者
﹈
羽
田
圭
介

﹇
発
行
﹈
河
出
書
房
新
社

恋
人
の
携
帯
を
こ
っ
そ

り
盗
み
見
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

○
蜩
ノ
記

﹇
著
者
﹈
葉
室
麟
﹇
発
行
﹈
祥
伝
社

命
を
区
切
ら
れ
た

男
が
気
高
く
生
き

る
。
直
木
賞
受
賞

作
品
。

○
共
喰
い

﹇
著
者
﹈
田
中
慎
弥
﹇
発
行
﹈
集
英
社

芥
川
賞
を
受
賞
し
た
話
題
作
。

○
日
本
巨
樹
名
木
大
事
典
（
全
4
巻
）

﹇
発
行
﹈
大
空
社

○
Ａ
型
自
分
の
説
明
書

﹇
著
者
﹈Jam

a
isJam

ais

﹇
発
行
﹈
文
芸
社

全
部
の
血
液
型
が
図
書
館
に
あ
り
ま
す
！

○
か
ん
づ
め
の
ひ
み
つ

﹇
漫
画
﹈
田
川
滋

﹇
発
行
﹈
学
研

　
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

か
ん
づ
め
の
こ
と
が
マ
ン
ガ
で
わ
か
る
。

○
さ
と
や
ま
に
　
は
る
が
き
た

﹇
作
﹈
松
岡
達
英
﹇
発
行
﹈
福
音
館
書
店

﹇
開
館
時
間
﹈
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

﹇
休
館
日
﹈
毎
週
月
曜
日
・
祝
日

﹇
貸
出
期
間
﹈
貸
出
翌
日
か
ら
10
日
間

﹇
場
　
　
所
﹈
大
島
警
察
署
入
口

☎（
2
）2
3
9
2

　
第
二
東
京
弁
護
士
会
で
は
、
島
し
ょ

住
民
を
対
象
に
し
た
、
電
話
に
よ
る
無

料
法
律
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

﹇
相
談
日
﹈

　
4
月
27
日（
金
）・
5
月
25
日（
金
）

　
6
月
22
日（
金
）・
7
月
27
日（
金
）

　
8
月
24
日（
金
）・
9
月
21
日（
金
）

﹇
相
談
時
間
﹈

　
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
正
午

　
１
件
あ
た
り
20
分
・
完
全
予
約
制

﹇
予
約
・
相
談
方
法
﹈

①
第
二
東
京
弁
護
士
会
へ
電
話
予
約

　
☎
0
3（
3
5
9
2
）1
8
5
5

　（
平
日
の
午
前
9
時
15
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
午
後
5
時
15
分
）

②
予
約
後
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
送
付
さ
れ
る

　
申
込
用
紙
に
記
入
し
、
必
要
書
類
と

　
共
に
相
談
日
の
2
日
前
ま
で
に
送
付

　
FAX
0
3（
3
5
8
1
）3
3
3
7

③
予
約
日
時
に
相
談
受
付
電
話
番
号
へ

　
電
話
し
、担
当
弁
護
士
に
相
談

　
☎
0
3（
3
5
8
1
）2
4
0
7

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
第
二
東
京
弁
護
士
会
　
白
垣

　
　
☎
0
3（
3
5
9
2
）1
8
5
5

島
し
ょ
住
民
を
対
象
に
し
た

電
話
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
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☆
話
題
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
ま
ち
っ
て
み
ん
な
イ
キ
イ
キ
し
て
る

●
ま
・
ち
・
の
・
わ
・
だ
・
い

●ま・ち・の・わ・だ・い

　
3
月
9
日
（
金
）
〜
11
日
（
日
）

の
3
日
間
、
第
28
回
大
島
町
文
化
祭

作
品
展
が
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
絵
画
・
書
・
陶
芸
・
工

芸
（
手
工
芸
・
木
工
芸
）
・
写
真
・

俳
句
・
絵
手
紙
の
部
門
に
72
名
、

1
4
4
点
の
作
品
が
出
展
さ
れ
、
来

場
者
た
ち
は
す
ば
ら
し
い
作
品
の

数
々
を
楽
し
み
ま
し
た
。

←パッチワーク
　のタペストリ
　ーやバックも
　さまざま

陶芸や絵画には
大島をイメージ
した作品もあり
ました →

大
島
町
文
化
祭

　
　
　
作
品
展

大 滝 橋 が 開 通 ！

「
み
や
こ
」
一
般
公
開

新
漁
業
調
査
指
導
船

　
東
京
都
島
し
ょ
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
の
漁
業
調
査
指
導

船
「
み
や
こ
」
の
新
造
に
伴
い
、
3
月
14
日
（
水
）
に
波
浮
港

に
お
い
て
、
大
島
近
海
を
調
査
す
る

「
や
し
お
」
に
並
び
一
般
公
開
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
全
長
約
43
m
・
1
8
9
ト
ン
の

「
み
や
こ
」
は
東
京
都
唯
一
の
広
域

調
査
船
で
、
最
新
鋭
の
機
器
を
装
備

し
て
い
ま
す
。
水
質
資
源
に
関
す
る

調
査
・
研
究
、
漁
場
の
開
拓
や
監
視

な
ど
、
漁
業
振
興
に
活
躍
し
ま
す
。

写真奥「みやこ」・手前「やしお」

　
3
月
17
日
（
土
）
に
大
滝

橋
が
開
通
し
、
大
島
一
周
道

路
の
機
能
が
回
復
し
ま
し

た
。

　
平
成
20
年
2
月
の
落
石
以

来
、
通
行
止
め
と
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
落
石
を
避
け
た

谷
側
に
新
た
に
橋
が
架
け
ら

れ
ま
し
た
。

　
雨
の
た
め
波
浮
港
地
域
セ
ン
タ
ー
体

育
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
開
通
記
念

式
典
に
は
三
宅
都
議
も
出
席
さ
れ
、
お

祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
く

す
玉
開
き
の
ほ
か
、
差
木
地
や
波
浮
港
の
郷
土
芸
能
も
披
露
さ
れ

る
な
ど
、
盛
大
に
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
滝
橋
は
長
さ
65
m
、
幅
10
・
85
m
で
、
以
前
よ
り
も
道
幅
が

広
く
安
全
に
通
行
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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●ま・ち・の・わ・だ・い

　第28回大島町文化祭芸能大会が2月26日（日）に開
発総合センターにおいて開催されました。
　一般芸能の部には12団体が出演し、歌や踊り、演奏
などで日頃の練習の成果を発表しました。
　また、郷土芸能の部には7団体が出演し、各地区の
歴史ある踊りのほか、高校生による御神火太鼓の披露
もあり、大勢の観客が拍手や声援を送っていました。

大島町文化祭

芸能大会
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●ま・ち・の・わ・だ・い

　
大
島
町
消
防
団
で
は
、
平
成
23
年
3

月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に

お
け
る
地
震
・
津
波
災
害
の
状
況
な
ら

び
に
災
害
対
応
の
実
情
を
現
地
視
察
し
、

大
島
町
消
防
団
と
し
て
の
実
質
的
な
消

防
団
活
動
の
貴
重
な
体
験
資
料
と
す
る

事
を
目
的
と
し
て
、
2
月
17
日
（
金
）〜

2
月
19
日
（
日
）
の
3
日
間
、
視
察
研
修

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
団
本
部
お
よ
び
8
分
団
か
ら
29
名
の

団
員
が
参
加
し
、
離
島
で
あ
る
伊
豆
大

島
の
立
地
条
件
を
考
慮
し
た
う
え
で
、

宮
城
県
気
仙
沼
市
の
離
島
で
あ
る
気
仙

沼
大
島
を
現
地
視
察
。そ
の
他
に
、
宮
城

県
南
三
陸
町
、
石
巻
市
、
東
松
島
市
を
現

地
視
察
し
ま
し
た
。

　
１
年
経
過
す
る
現
在
に
お
い
て
も
、

東
日
本
大
震
災
大
島
町
消
防
団
災
害
対
策
視
察
研
修
実
施

筆
島
の
松
林
を
復
活
さ
せ
よ
う
！

筆
島
の
松
林
を
復
活
さ
せ
よ
う
！

未
だ
災
害
の
つ
め
跡
は
深
く
、
目
を
疑

う
よ
う
な
光
景
が
そ
こ
に
は
あ
り
ま
し

た
。

　
気
仙
沼
大
島
で
は
、
管
轄
の
消
防
団

な
ら
び
に
消
防
所
長
に
当
時
の
災
害
活

動
、
被
害
状
況
を
説
明
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。各
団
員
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
改

め
て
地
震
災
害
・
津
波
・
火
災
の
恐
ろ

し
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　
強
い
思
い
を
胸
に
各
団
員
が
熱
い
眼

差
し
で
視
察
を
行
い
、
い
つ
発
生
し
て

も
お
か
し
く
な
い
大
地
震
や
風
水
害
に

備
え
、
大
島
町
の
防
災
力
向
上
に
向
け
、

今
後
の
消
防
団
活
動
へ
生
か
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。　

　
　
　
　
　    

【
大
島
町
消
防
団
一
同
】

イ
セ
エ
ビ
漁
業
体
験
教
室

イ
セ
エ
ビ
漁
業
体
験
教
室

　
2
月
25
日
（
土
）
・
26
日
（
日
）
の
2
日
間
、
岡
田

漁
港
に
お
い
て
イ
セ
エ
ビ
漁
業
体
験
教
室
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
20
名
の
参
加
者
た
ち
は
イ
セ
エ
ビ
漁
や
生
態
に
つ
い

て
の
説
明
を
う
け
、
漁
師
さ
ん
の
投
網
を
見
学
後
、

「
い
っ
ぱ
い
か
か
り
ま
す
よ
う
に
」
と
祈
り
な
が
ら
投

網
を
行
い
ま
し
た
。

　
翌
朝
、
網
を
揚
げ
て
み
る
と
、
漁
師
さ
ん
の
網
も
参

加
者
の
網
も
イ
セ
エ
ビ
が
い
っ
ぱ
い
！
動
く
エ
ビ
に
苦
戦
し
な
が
ら
も
楽
し
く
網
か
ら
外

し
、
網
の
掃
除
後
に
は
お
い
し
い
イ
セ
エ
ビ
の
味
噌
汁
を
味
わ
い
ま
し
た
。

い
っ
ぱ
い
獲
れ
た
よ
！

　
3
月
11
日
（
日
）
、
波
浮
の
港
を
愛
す
る
会
と
俳
句
の
若
葉
社

が
合
同
で
筆
島
近
郊
海
岸
に
松
の
植
樹
を
し
ま
し
た
。

　
若
葉
社
は
句
誌
1
0
0
0
号
の
発
行
を
記
念
し
、
日
本
各
地
に

植
樹
を
し
て
い
ま
す
。
文
学
の
散
歩
道
（
筆
島
近
く
）
に
は
若
葉

社
の
前
主
宰
・
清
崎
敏
郎
氏
の
句
碑
も
あ
り
、
大
島
も
毎
年
松
の

植
樹
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
波
浮
の
港
を
愛
す
る
会
で
は

「
1
0
0
0
号
に
因
み
1
0
0
0
本
植
え
て
は
ど
う
か
」
と
提
案

し
、
植
樹
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
海
洋
国
際
高
校
の
生
徒
た
ち

や
地
元
の
方
々
の
協
力
も
あ

り
、
今
回
は
20
本
の
植
樹
を
行

い
ま
し
た
。
筆
島
近
郊
の
か
つ

て
の
松
林
復
活
を
目
指
し
、
漁

業
資
源
に
も
良
い
影
響
が
で
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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古
川
　
春
く
ん
　
　
　
　
匠
・
菜
緒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
／
4
（
波
浮
港
）

金
川
　
結
羅
ち
ゃ
ん
　
　
亮
・
彩
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
／
14
（
元
　
町
）

鈴
木
　
陽
翔
く
ん
　
　
　
健
之
・
雅
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
／
23
（
泉
　
津
）

2
／
6
〜
3
／
5
ま
で
に

　
届
け
出
の
あ
っ
た
人
（
敬
称
略
）

赤
ち
ゃ
ん
　
　
　
　
父
・
母

　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
／
日
　
住
　
所

は
るゆ

　
ら

は
る
と

　
桜
か
ぶ
祭
り
は
今
回
で
5
回
目
を
迎
え

ま
し
た
。湯
茶
サ
ー
ビ
ス
や
だ
ん
ご
な
ど
の

販
売
は
す
べ
て
手
作
り
、楽
し
い
歌
や
踊
り

の
披
露
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　
桜
株
が
憩
い
の
場
と
な
り
ま
す
の
で
、ぜ

ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

﹇
日
時
﹈4
月
7
日（
土
）・
8
日（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

﹇
場
所
﹈桜
株（
泉
津
福
重
）

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈坂
下
千
代
子

　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
2
）9
8
3
2

第5回 桜か
ぶ祭り

［日時］4月8日（日）小雨決行 
　　　　9：15～14：00頃まで　
［集合］三原山駐車場
［順路］三原山頂鏡端→白石山→駐車場
［持参］雨具、防寒具、昼飯、飲み物、
　　　　手袋等
［条件］すべて自己責任、交通規則遵守
　　　　天候等都合によりコース変更する
　　　　ことがあります。
［問い合わせ］
　　　　OWC大島ウォーキングクラブ
　　　　丸尾 時彦 ☎（4）0498　
　　　　島田 幸子 ☎（4）0668
　　　　高橋 敏生 ☎（4）1271
［次回予定］5月20日（日）
　　　　　　裏三原登山ウォーク

＊桜が咲いていたらいいなウォーク＊

第167回
みんなで楽しく
歩こう大島

大
島
の
自
然
素
材
で
小
物
作
り

ス
ト
ー
ン
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
教
室

海
の
ふ
る
さ
と
村
自
然
教
室

﹇
内
容
﹈

　
海
の
ふ
る
さ
と
村
、
メ
メ
ズ
浜
な
ど

の
小
石
を
拾
い
、
形
に
合
わ
せ
て
様
々

な
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
い
き
ま
す
。

﹇
日
時
﹈4
月
21
日（
土
）午
前
9
時

﹇
集
合
﹈海
の
ふ
る
さ
と
村

　
　
　
　
　
セ
ン
ト
ラ
ル
ロ
ッ
ジ
前

﹇
料
金
﹈　
大
人
　
2
，0
0
0
円

　
　
　
　
小
人
　
1
，6
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
昼
食
付
き
）

﹇
申
込
締
切
﹈4
月
17
日（
火
）正
午

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈海
の
ふ
る
さ
と
村

　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
4
）1
1
3
7

﹇
内
容
﹈
寄
せ
植
と
鉢
づ
く
り

﹇
日
時
﹈
4
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分

﹇
場
所
﹈
椿
公
園
（
元
町
）

﹇
費
用
﹈
教
材
費
5
0
0
円

﹇
主
催
﹈
伊
豆
大
島
花
の
会

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
宮
脇
四
郎
　
☎
（
2
）
1
8
2
4

　
テ
ー
ブ
ル
型
サ
ン
ゴ
や
他
の
サ
ン
ゴ

も
、
水
に
つ
か
ら
な
く
て
も
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

﹇
日
時
﹈
4
月
21
日
（
土
）
午
前
10
時

　
　
　
　
※
雨
天
の
場
合
は
22
日
（
日
）

﹇
集
合
場
所
﹈
河
童
橋

﹇
観
察
場
所
﹈
千
波
崎

﹇
条
件
﹈
す
べ
て
自
己
責
任
・
時
間
厳
守

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
大
島
自
然
愛
好
会

　
　
小
川
信
正
　
☎
（
2
）
2
5
1
0

サ
ン
ゴ
礁
の
観
察
会

　
テ
ー
プ
で
の
練
習
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ど
う
ぞ
♪

﹇
日
時
﹈
4
月
19
日
（
木
）
・
23
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
24
日
（
火
）

　
　
　
　
い
ず
れ
も
午
後
7
時
〜
9
時

﹇
場
所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

﹇
指
導
﹈
大
久
保
省
三
先
生

 

（
大
島
高
校
出
身
・
芸
大
声
楽
科
卒
業
）

﹇
曲
目
﹈
島
娘
・
私
は
ツ
バ
キ
　
予
定

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
福
本
洋
祐

　
☎
0
9
0
│

4
0
1
7
│

1
5
6
9
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4
月
1
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
　

　
　
　
　
　
　
　
　
差
木
地
公
民
館

　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時

　
　
　
　
　
　
　
　
北
の
山
公
民
館

　
心
身
共
に
ス
ッ
キ
リ
元
気
に
な
る
、

太
極
拳
を
取
り
入
れ
た
健
康
体
操
で

す
。
上
履
き
と
タ
オ
ル
を
一
本
用
意

し
、
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　〈
南
部
〉中
田
　
☎（
4
）1
0
2
1

　〈
北
部
〉日
吉
　
☎（
2
）0
6
7
5

「
元
気
で
長
生
き
、
太
極
拳
」

赤

木

先

生

の

　
3
つ
の
手
具
（
ボ
ー
ル
・
ベ
ル
・
ベ
ル

タ
ー
）
を
使
い
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
行
う

健
康
体
操
で
す
。
動
き
や
す
い
服
装
・

靴
・
タ
オ
ル
を
用
意
し
、
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

﹇
日
時
﹈
4
月
13
日
（
金
）

　
　
　
　
午
前
10
時
45
分

﹇
場
所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
㈳
日
本
3
Ｂ
体
操
協
会

　
東
京
都
支
部
　
丸
井

　
　
☎
0
9
0
―
7
4
2
0
―
7
9
8
4

み
ん
な
で
楽
し
く
3
B
体
操

　
大
島
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
（
Ｏ
Ｊ
Ｖ

Ｃ
）
の
部
員
を
募
集
し
ま
す
。

﹇
対
　
象
﹈
小
学
１
〜
6
年
生
の
男
女

﹇
練
習
日
﹈
毎
週
水
・
木
曜
日

　
　
　
　
　
　
　
午
後
5
時
〜
7
時
30
分

　
　
　
　
　
毎
月
第
1
・
3
・
5
土
曜
日

　
　
　
　
　
　
　
午
前
9
時
〜
午
後
１
時

　
　
　
　
　
毎
月
第
2
・
4
月
曜
日

　
　
　
　
　
　
　
午
後
5
時
〜
7
時
30
分

﹇
場
　
所
﹈
つ
ば
き
小
・
さ
く
ら
小
・

　
　
　
　
　
北
の
山
地
域
セ
ン
タ
ー
　
体
育
館

﹇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
﹈

　
　
　
　
　
　
　
　
柏
木
　
☎
（
2
）
0
1
8
3

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
員
募
集

小
・
中
学
生
の
た
め
の
フ
ッ
ト
サ
ル
講
座

大
島
海
洋
国
際
高
校
公
開
講
座

　
フ
ッ
ト
サ
ル
は
少
人
数
で
行
う
サ
ッ
カ
ー
で
す
。
小
・
中
学
生
の
う

ち
に
ぜ
ひ
身
に
つ
け
て
お
き
た
い
サ
ッ
カ
ー
・
フ
ッ
ト
サ
ル
の
技
術
の

習
得
・
向
上
を
目
指
し
ま
す
。
ま
っ
た
く
ボ
ー
ル
に
触
れ
た
こ
と
の
な

い
初
心
者
か
ら
サ
ッ
カ
ー
が
得
意
な
上
級
者
ま
で
受
講
で
き
ま
す
。
フ

ッ
ト
サ
ル
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

﹇
日
時
﹈
5
月
17
日
（
木
）
・
18
日
（
金
）

　
　
　
　
7
月
9
日
（
月
）
・
10
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
11
日
（
水
）
・
12
日
（
木
）

　
　
　
　

10
月
23
日
（
火
）
・
24
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
25
日
（
木
）
・
26
日
（
金
）

　
　
　
　
※
い
ず
れ
も
時
間
は
午
後
5
時
〜
7
時

﹇
場
所
﹈
大
島
海
洋
国
際
高
校 

体
育
館

﹇
講
師
﹈
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
公
認
指
導
者

﹇
定
員
﹈
20
名
（
多
数
時
抽
選
）

﹇
対
象
﹈
都
内
在
住
・
在
学
の
小
・
中
学
生

﹇
費
用
﹈
保
険
料
8
0
0
円
（
前
納
・
返
金
不
可
）

﹇
申
込
方
法
﹈

　
往
復
は
が
き
に
住
所
・
受
講
者
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
・
性

別
・
保
護
者
氏
名
を
記
入
し
郵
送
。
5
月
15
日
ま
で
に
受
講
の
お
知
ら

せ
を
連
絡
し
ま
す
。

﹇
申
込
期
間
﹈
4
月
2
日
（
月
）
〜
5
月
11
日
（
金
）
必
着

﹇
郵
送
先
・
問
い
合
わ
せ
﹈

　
〒
1
0
0
―
0
2
1
1
　
大
島
町
差
木
地
字
下
原

　
東
京
都
立
大
島
海
洋
国
際
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
開
講
座
担
当
　
戎
　
☎
（
4
）
0
3
8
5

え
び
す

〈
大
島
サ
ッ
カ
ー
協
会
加
盟
〉

　
サ
ッ
カ
ー
が
好
き
な
少
年
・
少
女
募
集

﹇
対
象
﹈
小
学
校
1
〜
6
年
生
の
男
女
（
全
島
）

﹇
練
習
日
﹈
①
毎
週
火
曜
日
　
午
後
5
時
〜
6
時
30
分

　
　
　
　
　
②
毎
週
土
曜
日
　
午
前
9
時
〜
11
時
30
分

﹇
場
所
﹈
つ
ば
き
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

﹇
募
集
期
間
﹈
随
時

﹇
会
費
﹈
１
ヶ
月
6
0
0
円
×
加
入
月
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＋
保
険
料
（
年
間
6
0
0
円
）

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
　
杉
山
　
☎
（
2
）
7
5
2
3

　
　
　
　
　
　
　
　
鶴
崎
　
☎
（
2
）
5
4
3
3

大
島
マ
リ
ン
ズ
F
C
選
手
募
集
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2
／
6
〜
3
／
5
ま
で
に
届
け
出
が
あ
っ
た
人

藤
井
　
寅
雄
さ
ま（
85
・
岡
　
田
）
2
／
7

村
山
　
芳
子
さ
ま（
80
・
差
木
地
）
2
／
7

佐
藤
　
ぬ
ゐ
さ
ま（
102
・
ホ
ー
ム
）
2
／
14

白
井
　
　
實
さ
ま（
88
・
元
　
町
）
2
／
14

稲
葉
　
さ
よ
さ
ま（
90
・
元
　
町
）
2
／
17

木
村
や
江
子
さ
ま（
89
・
ホ
ー
ム
）
2
／
20

藤
井
　
　
伸
さ
ま（
83
・
元
　
町
）
2
／
23

石
母
田
　
忠
さ
ま（
80
・
ホ
ー
ム
）
2
／
25

河
本
　
末
吉
さ
ま（
92
・
ホ
ー
ム
）
2
／
27

立
木
　
サ
エ
さ
ま（
85
・
ホ
ー
ム
）
2
／
27

阿
部
　
小
苗
さ
ま（
88
・
元
　
町
）
2
／
29

佐
藤
　
良
子
さ
ま（
91
・
ホ
ー
ム
）
3
／
3

坂
下
　
三
夫
さ
ま（
87
・
泉
　
津
）
3
／
4

櫻
井
四
女
子
さ
ま（
81
・
岡
　
田
）
3
／
5

友
引
の
日
の
火
葬
業
務
は
休
業
と
な
り
ま
す

大
島
公
園
だ
よ
り

No.
163

島
公
園
の
フ
ラ
イ
ン
グ
ケ
ー
ジ
に

約
１
年
半
ぶ
り
に
タ
ン
チ
ョ
ウ
を

展
示
し
ま
し
た
。
タ
ン
チ
ョ
ウ
と
い
え

ば
「
鶴
は
千
年
」
と
い
う
言
葉
が
示
す

よ
う
に
長
寿
で
お
め
で
た
い
鳥
の
代
表

種
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
ま
す
が
、
実

際
に
は
30
年
以
上
生
存
で
き
た
ら
長
寿

の
部
類
に
入
り
ま
す
。

ン
チ
ョ
ウ
は
、
国
の
特
別
天
然
記

念
物
や
絶
滅
の
お
そ
れ
が
あ
る
野

生
動
植
物
に
指
定
さ
れ
た
貴
重
な
種
類

で
す
。
動
物
園
は
生
息
域
外
で
タ
ン
チ

大タ

東  京 　 大  島 　 東  京便名 機　種

1843
1844

DHC8 8
:55発

10:45着
    9:35着
10:10発

●ＡＮＡ予約・料金・問い合わせ
　☎0570（029）222
●貨物運航等のお問い合わせ（8時45分～17時）
　☎（2）2337

※出発時刻の15分前までに保安検査場をお通りいただ
　けるよう余裕をもって空港へお越しください。

　
太
極
拳
を
初
め
て
学
ぶ
人
、
本
格
的

に
太
極
拳
を
学
び
た
い
人
、
老
若
男
女

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

﹇
日
時
﹈
初
回
4
月
7
日
（
土
）

　
　
　
　
原
則
、
毎
週
土
曜
日

　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

﹇
場
所
﹈
大
島
高
校
剣
道
場（
格
技
棟
）

﹇
費
用
﹈
無
料

﹇
申
込
方
法
﹈

　
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し

大
島
楊
名
時
太
極
拳
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
2
期
生（
4
〜
6
月
）募
集

　パソコンや携帯電話を利用し、Twitter（ツイッ
ター）で防災無線の放送内容が確認できます。

 ＵＲＬ http://twitter.com/oshimatown

※字数制限等により要約して表示す
　る場合もあります。
［問い合わせ］町長室秘書広報係
　　　　　　　　　　☎（2）1444

防災おおしまを携帯や
　　 パソコンで確認できます !

て
メ
ー
ル
か
は
が
き
、
ま
た
は
直
接
会

場
に
て
申
し
込
み
。
随
時
募
集
中
。

﹇
服
装
等
﹈

　
動
き
や
す
い
服
装
と
靴
・
飲
み
物
等

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
堀
越
（
楊
名
時
太
極
拳
中
伝
）

　
元
町
字
仲
野
1
8
9
│

13

　
☎
0
8
0
│

3
4
1
5
│

6
6
4
2

　
　
（
昼
休
み
か
午
後
5
時
過
ぎ
に
）

　ta
ic
h
i3
9
1
1
@
y
a
h
o
o
.c
o
.jp

ョ
ウ
を
保
全
す
る
場
所
と
し
て
、
動
物

園
間
で
個
体
を
移
動
さ
せ
、
子
孫
を
繁

殖
さ
せ
る
取
り
組
み
（
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
ロ
ー
ン
）
を
行
い
、
種
の
保
全
に
貢

献
し
て
い
ま
す
。
大
島
公
園
で
は
平
成

5
年
か
ら
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
メ
ス
を
岡
山

県
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
に
繁
殖
目
的
で

貸
し
出
し
、
２
羽
の
子
供
が
生
ま
れ
ま

し
た
。
そ
の
う
ち
の
１
羽
が
今
回
展
示

し
た
ク
ラ
ラ
と

い
う
名
前
の
メ

ス
で
す
。
ご
来

園
の
際
は
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

航空便発着時刻表4月1日～30日
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広報

2012年
（平成24年）

4月号

行 政 と み な さ ん を 結 ぶ

No.546

総務課

町長室

観光商工課

教育文化課

議会事務局

会計室

住民課

　住民戸籍係

税務課

福祉けんこう課

水道課

生活環境課

産業課

建設課

国体対策室

消防本部

（2）1443

（2）1444

（2）1446

（2）1453

（2）1449

（2）1452

（2）1462

（2）1448

（2）1465

（2）1471

（2）1478

（2）1487

（2）1445

（2）1482

（2）0035

（2）0119

各
課
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

大島町役場 ★ホームページ　　　http://www.town.oshima.tokyo.jp/
　　　　　 ★Eメール（町長室）town-build@town.oshima.tokyo.jp
　　　　　 ★Eメール（町長）  mayor@town.oshima.tokyo.jp

おおしま
住民カレンダー April（卯月）4月4月

日 Sunday 月 Monday 火 Tuesday 水 Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday

1

8

15

22

29

6

6

13

20

27

4

5

12

19

26

3

7

14

21

28

5

2

9

16

23

30

7

3

10

17

24

1

8

海…大島海洋国際高校（2時～4時）
大…大島高校（1時30分～3時30分）

移動図書館車 図書館開放日
ひまわり号
巡回日（雨天中止）

ご
み
収
集

普通ごみ

金属類

元－元町、北－元町字仲野馬の背以北及び北の山
岡－岡田、泉－泉津、野－野増、間－間伏
差－差木地、ク－クダッチ、波－波浮港、沖の根

※差木地沖の根地区は、波浮港地区の収集日に収集します。

《
ク
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
》
ご
み
は
正
し
く
分
別
し
て
朝
8
時
ま
で
に
出
し
ま
し
ょ
う
。
＊
こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
3
月
20
日
現
在
の
も
の
で
す
。
そ
の
後
の
日
程
変
更
等
に
つ
い
て
は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

4

11

18

25

2

9元 　 町
北 の 山
岡 　 田
泉 　 津
野 　 増
差 木 地
波 浮 港

計
昨 年

1,499世帯
774 〃 
465 〃 
228 〃 
335 〃 

1,054 〃 
483 〃 

4,838世帯
4,819世帯

2,739人
1,430〃　   
891〃　
410〃　
576〃　
1,803〃　
716〃　

8,565人
8,640人

大島町の世帯と人口
（24・3・1）

大島町文化
祭

芸能大会

大島町文化
祭

芸能大会

元1.2・北・野
ク・間

空き缶（飲料用）
ペットボトル

（各地区回収箱）

空き缶（飲料用）
ペットボトル

（各地区回収箱）

空き缶（飲料用）
ペットボトル

（各地区回収箱）

空き缶（飲料用）
ペットボトル

（各地区回収箱）

特設登記所（～18日） 海ふる自然教室

御神火温泉休館御神火温泉休館法律相談 野球・バレーボール
大会（中学生の部）

行政相談農業委員会

火山博物館休館火山博物館休館

（5月）

発泡スチロール
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉
波

元3.4・岡・泉
波

元3.4・岡・泉
波

元3.4・岡・泉
波

プラスチック製品
（主に硬い素材のもの）
（各地区回収箱）

プラスチック製品
（主に硬い素材のもの）
（各地区回収箱）

プラスチック製品
（主に硬い素材のもの）
（各地区回収箱）

元1.2・北・野
ク・間

元1.2・北・野
ク・間

元3.4・岡・泉
差
南部地区
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉
差
南部地区
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉
差
南部地区
（各地区回収箱）

元1.2.3.4
北・野・岡・泉
差・波
北部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野
差
北部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野
差
北部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野
差
北部地区
（各地区回収箱）

発泡スチロール
（各地区回収箱）

発泡スチロール
（各地区回収箱）

ク・間

ク・間

空き缶（飲料用）
ペットボトル

（各地区回収箱）

びん・ガラス
瀬戸物（陶磁器）
（各地区回収箱）

びん・ガラス
瀬戸物（陶磁器）
（各地区回収箱）

元1.2・北・野
差
北部地区
（各地区回収箱）

発泡スチロール
（各地区回収箱）

ク・間

発泡スチロール
（各地区回収箱）

ク・間

ク・間

波

波

波

南部地区
（各地区回収箱）

海・大

海・大

南部

南部

北部

海・大

海・大

編
集
者
の
つ
ぶ
や
き

　大島桜も花開き、すっかり春めいてき
ました。外にでると気持ちいいですね。
　3月には岡田で縁日が開催され、4月に
は泉津で桜株まつりが行われます。どちら
も「地域を盛り上げよう！」と青年や地元
住民たちが企画・運営する手作りのイベ
ントです。それぞれの地域が元気になり、
それが大島全体の元気につながることを
期待しています。㋐

新
年
度
ス
タ
ー
ト
で
す
！
気
分
新
た
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う

みどりの日
こども
の日

憲法
記念日昭和の日 振替休日

燃やせるゴミ
全地区収集

燃やせるゴミ
収集しません

燃やせるゴミ
収集しません

燃やせるゴミ
収集しません

燃やせるゴミ
収集しません

国民健康保険税
　 第10期納付期限

サンセットパーム
ライン駅伝競走大会

空き缶（飲料用）
ペットボトル

（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉
波
びん・ガラス
瀬戸物（陶磁器）
（各地区回収箱）

元1.2・北・野
差
北部地区
（各地区回収箱）

発泡スチロール
（各地区回収箱）

ク・間
元1.2・北・野
ク・間

元3.4・岡・泉
差
南部地区
（各地区回収箱）波

大北部


